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外
究
文
蕺
を
通
じ
て
見
た
る
幕
^:
の
長
峥
. 

亂

六

2

ー
九
六
5 

全
部
武
器
の
輸
入
で
あ
る
の
も
、
何
人
に
寶
却
さ
れ
た
か
解
ら
な
い
が
、
面
囪
い
。「

鍈J.

の
字
を
宛
て
何
と
讃
ん
だ
の
か
、
英
譯
に 

は

エotal

a.uty 7.60BOOS and 

SO cent 、

と
ー
25
:
ふ
や
う
に
な
つ
て
ゐ
る
0
か
う
し
た
輸
入
關
税
€>
,滞
納
が
あ
0
た
こ
と
が
、
後 

に
慶
應
ニ
年
の
貿
易
規
肌
に
第
一
條
第
ニ
項
の
や
う
な
規
定(

59)

を
必
嬰
と
す
る
に
至
づ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
尤
も
こ
の
ァ
ン
ト
一
一 

ィ
* 
ロ
ゥ
レ
I 
口
に
つ
い
て
は
明
治
に
な
つ
て
も
こ
れ
に
似
た
訴
訟
^
件
の
あ
つ
た
特
別
な
人
物
で
あ
る
。
し
.か
し
か
う
し
た
外
國
商 

人
は
蓋
し
少
な
く
な
，か
つ
た
の
で
あ
ら
う
。
尤
も
關
税
に
つ
い
て
は
洋
銀
の
換
箅
率
等
で
外
國
人
間
に
不
平
の
あ
つ
た
こ
と
も
事
實
で 

あ
る
。(

g
v.
■ 

■ 

,

(

詁
芄
六
\
居
留
場
銘
々
|

前
海
岸
石
垣
無
沙
汰
に
取
崩
し
候
も
の
有
之
ー
ー
付
先
蜜
而
‘ョ
：
リ

度
.^
差
止
：：メ
候
得
と
も
取
用
ひ
無
之
-
1付
、右
石
钽 

.

如
元
畀
べ
领
立
猴
樣
、
其
苘
に
被
申
彼
度
此
段
串
上
候
、」(

文
久
ニ
年
彐
月)
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地
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泊
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町
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潘
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前
海
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駿
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た
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^
風
襲
兵
蘇
：不
伊
继
退
節
議
據
事
ニ
ハ
候
得
共
、
風
機
直
リ
候
.上
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速
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班
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.嘗
樣
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ゐ
衝
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註
五
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一
九
し
を
參
照
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本
稿
は
最
初
の
徵
定
で
は
明
治
維
新
以
後
に
及
ぶ
つ
も
り
で
あ
つ
た
が
、
，あ
ま
り
長
き
に
失
す
る
の
で
二
つ
に
分
け
た
。，
次
ぎ
に
發
表
す
る 

「

.部
新
.直
後
.の
*長
^」

と
ん
ロ
せ
て
完
了
す
る
も
^
で
あ
る
。
な
.ほ
長
崎
の
*

*^
-
.に
.つ
.き
無
知
の
^
り
も
あ
ら
う
し
又
^

1
語
の
誤
寫
誤
讀
も
あ
. 

ら
う
と
思
ふ
。
敢
て
御
敎
示
を
乞
シ
。
參
考
文
献
に
つ
，い
て
ば
高
村
象
平
封
を
斌
は
す
こ
と
大
で
あ
つ
た
。
こ
X
に
謝
怼
を
表
す
る
0
V

1 : f: '

現
時
"

我
國
々
民
生
活
の
時
局
的
生
活
吏
改'が
要
求
さ
れ
て
ゐ
る
時
に
當
：つ
て
、
.從
來
：の
生
活
様
式
や
態
度
に
就
い
て
、
或
る
も
の
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.
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、

は
無
驗
の
故
を
以
つ
て
、
或
る
も
の
は
奢
侈
贅
澤
0:
故
を
以
つ
て
、
或
名
も
の
は
資
材
節
約.の
：趣
旨
に
.ょ
.つ
て
、
：或
る
も
の
は
時
局
的

緊
張
悴
反
す
る
浮
織
の
故
を
以
つ
て
、
坐
活
諸
梢
片
色
：々

と
非
難
が

_

へ
：ら
れ
：改
善
が
叫
ば
：れ
：て
ぬ
る0
 

:し
か
し
：此
の_非

難

.
改
善
は

.•
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.

.

.

.
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-
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:
國
民
生
活
の
全
般
に
及
ぶ
と
は̂
ひ
乍
^ :
*

の
重
心
.は
#

と
_

つ
て
も
現
代
生
洁
の
代
敦
型
ゼ
‘办
る
都
苽
生
活
纪
置
が
れ
て
ゐ
る
事 

は
系
起
す
.ベ
：く
も
無S

。
殊
に
晚
展
的
精
神
：に
沿
は
ぎ
る
故
を
以
つ
て
の
坐
活
非
難
比
先
づ
菰
市
々
民
の

^

活
^

の
み
^
け
ら
れ
で
ゐ 

を
と
_

つ
て
：差
噯
故
い
0 

- 

〕

-

.

.:全
く
*
节
法
農
村
と
比
坐
活
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苓
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り

；
も
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'
居
住
者
'の
：
坐

：
活

薇

減

分

產

^

得
る
の
，で
は
無
い
か
と
さ
へ
思
は
れ
る
。

一
國
に
は
都
會
の
生
活
と
田
舍
の
生

'活
と
が
あ
り
、
是
等
兩
者
は
斯
々•の
相
違
を
示
す
とM

.
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ふ
事
は
可
‘な
り
判
然
-

V

言
ひ
切
れ
る
事
と
思
は
れ
る
。
此
の
故
に
、
或
る
社
會
氧
笤
は
.、
都
市
と
は
特
定
の
心
的
狀
態
だ
と
云
づ
て
ゐ 

る
；0
心
的
狀
態
と
•は
、
換
言
す
れ
ば
< 
特
宠
の
生
活
及
び
環
境
に
對
應
す
る
特
定
の
心
理
的
過
程
に
外
な
ら
ぬ
。

都
市
の
坐
活
に
對
すJo

倫
理
的
な
批
判
は
決
し
て
少
く
.な
い

。

し
か
し
倫
.现
的
抓
判
に
し
た
と
.こ
ろ

で
典
の
.皆
景
に
充
分
な
社
會
的 

經
濟
的
な
根
據
を
持
っ
て
ゐ
な
い
と
、
有
カ
激
も
の
と
.は
な
り
簸
ね
る
。
換
言
す
れ
ば
、
充
分
、
都
市
坐
活
の
社
會
的
經
濟
的
約
束
を
. 

理
解
し
た
上
で
の
批
判
で
な
け
れ
ば
充
分
に
腮
ヵ
的
な
も
の
と
は
な
り
得
な
い
。
そ
れ
は
凡
：ベ
て
の
肌
判
の
意
義
及
び
妳
果
に
關
し
て 

®
當
す
る
所
で
あ
っ
て
、；茲
に
批
判
の
客
觀
的
®
礎
が
與
へ
ら
れ
る
ヮ
ヶ
で
あ
る
が
、
單
に
都
會
人
の
：生
活
が
.

H

擦
っ
て
ゐ
る
と
か
、
 

獨
善
的
で
人
情
が
酷
簿
で
あ
る
と
か
袞
ふ
樣
な
非
難
は
、
勿
論
、一

部
に
は
之
れ
が
茁
し
く
當
る
方
面
も
無
い
>
比
#
い
が
、
全
體
と 

.し
て
都
市
生
活
の
根
據
に
就
い
て
理
解
を
缺
く
爲
め
に
、
起
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
が
決
し
.て
少
く
な
い
0

.

生
活
の
改
.#
に
就
，い
て
見
て
も

同
様
で
あ
る
。

都
會
の
生
活
は
質
貧
で
'な
く
て
華
美
で
あ
石
。
'ム
ラ

«
^

が
好
.み
と
か
ヾ
_
に
.强
調 

さ
れ
る
。
ょ
くi

K

へ
ば
之
れ
が
優
雅
と
か
都
雅
と
か
异
ふ
生
活
態
度
で
あ
-っ
て
、

田
舍
の
粗
野
•
粗
暴
.と
區
別
さ
瓜
て
文
化
的
な
も
の
.

.
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と
さ
れ
る
。
文
明
論
者
は
か
ぅ
し
た
生
活
の
精
練
を
以
つ
て
進
步
と
考
へ
る
で
あ
ら
ぅ
。
從
0
て
都
會
は
進
步
の
本
源
で
あ
り
旦
っ
表
. 

現
で
あ
る
と
譜
へ
た
く
な
る
。
所
で
、
此
の
生
活
態
度
を
改
善
し
様
と
な
る
と
、
.勿
論
、
非
常
時
局
的
觀
點
.：に
立
っ
て1

K

へ
被
趣
味t

ロ
 

好
や
ム
ラ
氣
の
問
題
で
は
無
く
し
て
實
質
の
世
撂
へ
と
移
行
し
て
來
る
。
以
っ
て一

汁一

菜
と
な
り
國
民
服
制
が
と
な
る
'
勤
勞
主
義 

と
な
っ
て
遊
戯
奴
樂
の
全
般
的
部
分
的
排
擊
と
な
る
。
戰
郇
文
學
と
な
り
戰
郇
美
術
と
な
る
。
し
か
し
菇
等
の
傾
向
に
し
て
も
、
：無
條 

件
に
全
體
の
支
援
を
受
け
て
ゐ
る
ヮ
ヶ
で
は
無
い
。
國
民
的
矜
持
と1K
ふ
建
前
か
ら
、

一
時
は
オ
リ
ム
ビ
ッ
ク
な
り
博
覽
會
な
り
の
開

.
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侬
ヵ
強
く
、1土
張
さ
れ
た
蔡
も
ぁ
り
又
、
極
端
な
坐
活
の
改
善
•
統
制
に
對
し
て
の
反
對
と
^,
な
る
。
喻
：へ
ぬ
武
士
の
高
楊
^.
は
..、
焚 

:
*道

：遞

猶

：の
；

|

端
—

_
机

；

て
：：

ぬ

;^
x

^

&

:

_

®

»

抝
;!
)
.志

操
p

_
::
-v
:̂

奪

觸

絕
_

が

敗
®
的

變

敗
■
雜

；の

戴

興

で̂
り
、
、へ武
士 
_
今
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持
の
表
現
で
念
る
。
窮
厄
に
際
し
て
屈
せ
ざ
る
心
掛
け
の
.現
れ
で
も
ぁ
.る
。’
■

に
零
落
し
た
豪
商
が
、.
-か
つ
て
最
A

s

m.齡
に
祝 

顧
を
出
す
_
を
忘
れ
な
か
つ
た
志
は
市
许
の
人
氣
を
呼
ぶ
所
で
も
ぁ
つ
た
。 

;

,

T.

人
間
は
自
分
の
迎
猶
外
に
ぁ
る
，も
の
に
對
し
て
は
往
々
に
し
て
正
し
き
批
判
を
下
し
_
い
も
の
で
ぁ
る
0
外
國
人
の
生
▲活
龍
ff
i
v
;に
願 

る
不
明
の
點
が
多
い
と
同
檨
に
同
國
人
に
就
い
て
も
、
•田
舍
と
都
會-

.富
f

貧
諸
、
备
々
坐
活
の
世
界
を
.異
に
す
る
も
の
に
ぁ
つ
て 

は
、
他
人
の
生
活
を
充
分
に
理
解
し
難
い
が
故
に
、
共
の
'坐
活
態
度
に
謝
し
て
、
動
も
す
れ
ば
、
酿
鄉
な
批
判
を
加
へ
勝
ち
で
ぁ
る
？ 

勿
論
.
‘队
し
て
異
つ
た
世
^
か
ら
の
批
判
が
無
意
味
尤
と
云
ふ
の
セ
は
無
い
。
し
か
.し
坐
活
ず
る
世
界
が
異
る
と
、

一
方
で
は
何
等
問 

題
に
な
ら
ぬ
事
象
が
、
'他
方
で
は
頗
る
問
題
化
す
る
場
合
が
ぁ
る
0
故
に
實
際
に
は
此
の
見
解
や
立
場
の
相
違
を
統
合
す
る
、
大
き
な
、
へ 

も
ぅ
一
段
上
の
社
牟
と
共
の
栽
準
が
最
も
重
要
な
の
.で
ぁ
る
。

一
方
的
な
批
判
や
则
斷
.の
.偏
难
を
疋
す
爲
め
に
は
、.此
CO
上
位
の
批
刺 

裁
準
が
必
耍
な
の
で
ぁ
る
。
凡
べ
で
の
批
判
殊
に
學
問
的
な
社
會
的
な
批
，
は
之
れ
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
，此
の
批
判
が
充
分
成
宂
す 

る
^

■
忙
消
清
^
石
養
^#
开
裡
淸
あ
■

^

る
：*
5位
(6
-:
1
«
:
_
部
分
-
親̂
.合
'
#
ふ
隹

そ
れ
ど
同
時
I
、
部
分
者
の
.異
れ
る
也
活
や
世
界
に
就
い
て
の
正
當
な
t
理
解
が
必
要
な
豫
備
條
评
で
ぁ
る
。
徒
ら
に
富
豪
の
曼
I

 

呢
咀
し
た
り
、
貧

Q

無

墓

暴

を

璧

す
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な

ぐ

、
富

矣

と

が

同

ニ

’社
命
に
於5

て生ずる過程に就いてしき

S
T

 

解
を
以
つ
て
、
統
合
社
會Q

立
場
か
ら
見
て
、
は

じ

め

て

善

Q

現
象
、
及
び
：

■集

態

度

に

就

：

S
、V

Q

正
し
き
批
判
が
下
.さ
れ
得 

都
’
生

舊

：

.. 
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四
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一
九
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る
理
.で
あ
る
。
過
般
問
題
に
な
つ
た
所
謂「

量

狩

り」

に
し
て
も
同
様
で
あ
る
。‘
之
れ
に
對
す
る
疋
し
き
批
判
は
我
國
文
明
の
段
階 

厂

： 

_に於
け
る
學
坐Q

意
营
就
い
て
正
し
い
理
解
を
持
つ
た
者Q

み
に
期
待
す
る
事
が
出
來
.ょ
'
 
學
生
£
義
に
就
い
て
®
理
解
と
一
其 

1 

,

ひ
て
も
単
に
第
二
の
國
民
と
か
、
次
代
の
指
導
f

か1K

ふ
榇
な
空
腐
な
理
解
で
は
凡
そ
無
意
味
で
あ
♦る
。 

i. 

比
0
意
^
で
、
先
づ
顔
る
問
題
的
な
も
の
を
最
も
#-
く
含
ん
で
ゐ
る
郤
市
坐
活
に
就
い
て
論
じ
て
み
た
い
と
思
ふ
。
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就
い
i

ても、複
雜
事
は
例
外
な
く
認
め
る
事
が
出
來
る
で
あ
ら

'
 
都
市
の
構
成
が
社
會
的
S

雜
で
t

事
に
就
い
：
 

護

:'
'ハ”
、

.
,

ハ」

■

'

■

■

■
敗
_
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成
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_
鞲
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瑰
代
の
都
.

_

5
 :

:

':

.;甘

ば

載

觀

馨

藤

■

微

顏

重

_

成
I

,
:

.

.
,で
2)
;
:歡

雜

眭

も

.1
機
せ
あ
^:
?

も
案
外
狹
い
世
間」

と
云
ふ
言
葉
は
、「

狹
さ」

を
驚
く
と
此
ハ
に「

廣
さ」

卷
然
の
も
の
と
規
定
し
て
の
所
感
で
あ
る
。
■而
し
セ
此
の
廣

相
が
無
い
で
も
な
^.
0

1市
民
の
、
日
.々反
復
す
..る生
活
は
ー
定
の
.軌
道
に
ょ
.つ
て
'
'ゐ
て
、
大
體
は
づ
れ
る
襄
ガ
無
い
其
の
意
味
で

I 

'

■

.'
■

■
. 

 ̂.
X 

 ̂

 ̂

W 

..

, 

放
の
夜
が
來
る
。
馨
の
坐
活
に
し
て
も
、
.大
部
分
に
は
創
造
的
勞
作
は
許
さ
れ
て
む
な
い
で
翕
的
仕
事
.は
.偉
大
な
る
命
作
で
あ
つ

て
も
、

一
市
民
の
與
る
部
分
は
、
單
な
る
機
械
的
部
分
に
過
ぎ
な
く
•
典
め
部
分
的
エ
程
の
一
生
涯
的
反
覆
で
あ
る
。
此
の
意
味
で
市 

民
の
生
活
_
取
雜
で
あ
一
る
0
.機
械
的
約
私k

呪
縛
良
れ
.て1

分
..

r

秒
ザ
#
の

の
生
活
が
他
酣
で
複
雜
で
あ
る
と
一K

ふ
事
は
決
し
て
間
違
ひ
で
な
い
o'

玆
で
複
雜
•と
！

K

ふ
の
は
、
撰
擇
性
の：

問
題
に
謝
聯
し
て
来
る
。 

市
尻
に
と
つ
て
枧
擇
が
可
能
な
‘る
場
合
複
雜
の
問
題
と
な
る
。
例
へ
ば
往
宅
に
し
て
も
、
獨
立
家
屋
や
葉
團
往
宅
:'
和
•洋
•、折
攻•.

郊

外
住
宅
と
市
內
住
宅
の
榇
式
が
あ
つ
て
、
市
民
の
資
力
に
應
じ
て
大
な
o
小
な
り
の
撰
擇
を
可
能
だ
ら
し
め
，る
。
食
事
に
就
^
て
も
、

• 

, 

. 

- -
■
. 

. 

. 

. 

- 

-

:
.
.
.
.

■

衣
服
に
就
：

S

て
も
同
様
で
あ
る
。
市
民
の
生
活
が
複
雜
，で
あ
.る
一
面
は
、
此
の
撰
櫸
性
の
問
題
で
あ
る
々
球
に
市
民
の
趣
味
'•嗜
好
の

表
現
が
.あ
る
。
. 

■
: 

-

-;
市
民
0
經
驗
や
社
#
的
接
輕
に
：於
べ
：弋
複
雜
で
、あ
：る
事
樣

'
-*

'，一
市
民
の
經
驗
も
當
然
雜
多
に
な
る
理
で
.あ
り
、
其
の
接
觸
も
同
じ
く
複
雜
に
な
-る
d 
■

.

斯
く
の
如
き
，一
市
民
の
坐
活
を
廻
ぐ
る
複
雜
性
に
就
.い
て
は
同
じ
く
銃
訐
的
資
料
が
之
れ
を
立
證
す
る
で
あ
ら
ぅ
。
大
衆
的
艘
樂
機 

_
の
種
類
や
性
質
、：％

劇
映
書
其
0
_興
行
錄
&
種
類
牲
質
等
に
就
:̂
:で
見
れ
ば
4

^

,憲

_
墓

12
,
:
0
:
邊
事
衣
服
等
ば
就
：軟
_
も
同
衞
で
*;
-%
^̂
^

■:
:
•
.
し
が
ら
m

■
粘
る
顧
«
性
麻
雜
な

.各
靡
！̂

以

熱

て

寶

坐

活

：

€>
•
#色
お
叛
^
^

の
問
題
で
あ
る
か
ら
ル
は
玆
に
市
民
の
趣
味
性
嗜
好
'性
に
關
聯
せ
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
故
に
衣
食
俅
其
め
他
の
坐
活
方
面
に
複
雑
蚀
が 

あ
る
所
以
は
、
市
民
の
i
#好
•趣
味
に
變
化
が
多
い
證
左
で
あ
る
。
市
民
の
嗜
好
•趣
味
が
單. 一

で
■な
い
か
ら
し
て
、
之
れ
に
應
ふ
べ
き
. 

都
市
坐
活
論 

五

一
:

(

一
n
o一)

•"I 
t
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し
：丨
h
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I
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坐
描
論 

• 
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-
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l
o
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諸
般
の
用
意
が
同
じ
く
複
雜
な
.の
で
あ
る
9
市
民
の
！
？好
•趣
味
が
單「

で
.な
い
と
云
ふ
事
は
、特
定
の
ー
‘市
民
に
就
い
て
の
事
實
で
な
" 

く
し
て
、
市

^'
全
體
が
嗜
好
•
趣
味
を
共
通
に
せ
ざ
る
人
々
か
ら
成
っ
て
ゐ
る
事
實
に
ょ
る
も
の
で
あ
る
。

.一
市
民
.の
嗜
好
•趣
味
に
就」 

い
て
は
、
典
0.
當
人
と
し
て
.の
梳
ー
性
は
あ
る
。
從
っ
て
多
趣
味
*多
嗜
好
が
現
ば
れ
る
.の
は(

撰
擇
性
の
問
題
と
し
'て
訪)

全
]|
)
^
と 

し
て
の
場
合
に
就
い
て
P

あ
.る

,°
.即
ち
市
民
の
嗜
好
.趣
味
の
相
遠
が
根
本
的
事
實
と
な
る
が
、
此Q

事
實
は
實
に
何
に
對
應
し
て
^
生
. 

.し
た
か
。
と
り
も
な
ほ
さ
ず
、
市
民
の
稱
成
自
體
が
複
雜
だ
と
云
ふ
事
に
對
應
し
た
事
實
で
あ
る
。
即
ち
、.市
民
の
個
人
的
生
活
機
式
：
. 

が
複
雜
だ
と1K

ふ
事
實
は
、
市
岚
の
生
活
環
境
が
複
雜
だ
と
云
ふ
事
實
に
外
な
ら
ぬ
。
生
活
環
境
が
複
雜
だ
と
一K

ふ
事
は
>
:都
市
構
成
：：
 

そ
れ
^
!體
の
複
雜
性
の
.反
面
で
あ
る
。
從
っ
て
一
市
民
の
複
雜
性
ば
都
市
自
體
の
複
雜
性
の
反
映
に
外
な
ら
な
い
。
換
言
す
れ
ば
'い
づ 

れ
も
.

.i

っ
の
，事
實
の
興
っ
た
局
相
に
外
な
ら
ぬ
。 

,

0

撰
擇
拽
の
問
題
は
、
_數
次
に
分
け
る
琪
が
-|
1
5來
る
。
例
へ
'ば
迸
食
に
就
い
て
見
て
も
、
自
宅
で
噴
ふ
か
外
で
喚
ふ
か
も
撰
擇
性
の
'I

っ
.で
あ 

る
が
"
飯
を
喰
ふ
か
、
何
か
他
の
も
の
を
喰
.ふ
か
も
撰
擇
の
問
題
で
あ
る
。
し
か
る
に
販
に
し
て
•も
、
獸
•■辟
•
燎
肉
か
又
は
■
菜
か
色
々
の
喚 

.方
が
'̂
る
。
K

m
の
意
味
で
一K

ふ
複
雜
姓
と
は
"
撰
櫸
性
が
數
.次
に
及
ぶ
も
の
、
驻
し
い
場
合
に
當
る
も
の
で
"

ア
ィ
ス
.ク
9

丨
ム
や
ソ
ー
ガ 

'

7k
-
.、
紅
あ
•
rl
l
ヒ
ー
の
味
や
種
類
の
相
違
を
一K

々
す
る
時
に
、
最
も
複
雜
姓
が
發
揮
さ
れ
る
。

反
之
、
ソ
ー
ダ
水
と
汁
粉
•
•密
S
奋
酒
等
の
' 

撰
擇
は
そ
れ
程
罱
次
の
も
の
と
.は
云
.へ
な
い
。
此
の
撰
揮
が
萵
次
の
も
の
に
な
れ
ば
な
る
程
、
趣
味
的
と
一K

へ
る
■
で
あ
る
。

'「

，;:
-
;
ド.:
'
'豪

徵
_
辦

繼
^
藤

_
捧

七̂

:へ
：：#

る
#

め
問
題
に
も
な
ら
ぬ
。 

^

.へ"議

ー

灌

';
'',%
_

^

-
裳
：は

就

;^
マ
養
雜
胜
を
：1

^

_

就
い
て
.！

K

ふ
か
、
そ
の
い
づ
れ
か
で
あ
る
。
 

' 

、V

い
づ
れ
に
せ
ょ
、-

都
市
自
體
，の
複
雜
性
に
つ
い
て
は
論
外
の
事
實
で
あ
名
。
し
か
ら
ば
、
此
の
複
雜
性
が
成
立
ナ
る
過
程
を
眺
め
て

.

. 

- 

. 

.

. 

• 

.

.

.
- 

• 

# 

. 

•
•
. 

. 

• 

. 

.

■ 

.
 
.
 

.

.

.

.

.

.

.

み
ょ
ぅ
。 

•

, 

, 

. 

-
.
,

:
;

1.L-

商
業
主
義
，の
社
#
に
あ
っ
て
ば
、
凡
べ
て
の
物
質
及
び
勤
勞
が
對
價
に
就
.い
て
提
供
さ
れ
る
0
.そ
れ
故
、
物
資
及
び
勤
勞
；の

.複
雜
性
' 

靡

义

薄

一

：
■
言
.
^
ぼ̂
購
買
切
が
：务
寡

H

 

▲
い
て
成
立
し
た
と
云
ふ
說
は
決
し
■て
嘯
で
は
無
い
.。
唯
市
場
は
購
買
力
あ
つ
て
の
市
場
で
あ
る
が
.故
に
-»
更
ゆ
都
市
は
藤
買
カ
の
在

る
所
に
成
立
し
た
と
12\
ふ
可
き
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
o
茲
で
去
ふ
購
買
力
と
は
交
易
經
濟
裡
に
於
け
る
購
K
力
で
あ
る
か
ら
し
て
、

. 

. 

.
•
一」 

.

.

.

. 

•

细
ネ
'^
に
漂
流
者
の
持
つ
て
ゐ
る
貨
锻
を
意
味
す
.る
.も
の
で
な
い
。
經
濟
上
の
諸
組
織
を
通
觀
す
る
と
、
諸
々
の
組
織
は
購
買
力
の
發 

'生
及
び
集
積
に
附
髓
し
て
發
達
し
て
來
て
ゐ
.る
。
都
市
は
購
貢
力
の
集
合
地
で
あ
る
が
故
に
、
都
市
に
於
，

S

て
經
濟
、上
の
諸
組
織
は
最 

も
發
達
し
て
來
る
理
で
あ
る
。
勿
論
、
全
體
士
し
て
農
村
の
購
買
力
は
決
し
て
輕
視
す
る
琪
は
出
來
ま
い
。
反
產
運
動
が
熾
烈
に
な
る
. 

.に
も
、
勿
論
農
村
向
き
特
有
な
商
品
を
多
分
に
含
ん
で
は
ゐ
る
が
、
農
村
の
、全
體
と
し
て
の
購
賈
力
が
相
當
重
夫
な
役
鬥
を
持
つ
七
.

.̂

-
• 

.

.

.

. 

- 

. 

. 
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. 

•. 

.

.

.

.

.
、
圓
.
.
.
.
t 

. 

.

^

^

^

|つ^
ゐ
_
:
:し
：か
し
地
减
典
に
见
^
と
農
抄
の
購
賢
カ
は
分
散
的
で
$>
'
る

.0
;

1

農
衬
に
就
い
て
見
る
と
：商
業
，

反
之
、
都
市
は
-其
の
成
立
0

初̂
^

4

*の
集
顧
地
^
な
^
て
^
る
:'
<
>
.
從
っ
；
て
之

. 

_ 

.
,
x
l
‘
：
:v'

V
:
®

斤 

0

-

^

1

0 

.

的
姐
織
が
極
め
て
幼
稚
貧
弱
で
あ
-る
.原
因
と
な
る
,0

;
:.;
:

>
.^
:
'
*
^
坐
：
活
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都
冲
也
霖
ノ 

五

四

(

一
ニ
O

S 

れ
に
®.
應
す
る
襄
的
紕
織
は
常
に
ょ
.く
發
達
.し
て
ゐ
る
。
邊
亿
現
狀
の
大
哪
市
が
荽
な
入
ロ
群
を
顧
し
、
複
_
な
燦
內
容
を
持 

つ
て
、
尨
大
な
購
買
力
を
有
す
る
限
り
*.
都
市
の
商
業
的
機
關
は
當
嘟
、
著
し
い
程
度
に
發
達
し
た
。

一
人
と
し
て
は
微
弱
な
購
買
力 

k

數
を
以
つ
て
集
れ
ば
、
相
當
有
力
な
も
の
と
な
る
、
斯
く
し
^
、
'都
市
に

.^
い
て
は
複
雜
な
商
業
機
關
の
成
*:
•が
可
能
と
な
る
の 

で
あ
る
。

あ
っ
て
は
-
住
.风
は
萬
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
調
'理
•淑
織
•裁
縫
•建
築
•エ
藝
•農
耕
•狩
獵
•治
獠
•敎
育
等
に
就
い
て
皆
、
自
給
的 

で
な
け
れ
ば
'な
ら
ぬ

.0
共
れ
故
.に
家
庭
の
持
0
意
義
は
頗
る
重
要
で
あ
っ
た
。
反
之
、
都
會
で
は
、
凡
べ
て
の
も
の
が
皆
、
市
場
的
に 

J

:さ
れ
る
。
從
っ
て
都
會
の
家
庭
は
、
舊
來
か
ら
持
っ
て
ゐ
た
意
義
の
大
部
分
を
喪
失
し
た
。
子
供
の
初
等
敎
育
は
養
に
托
し
、.；
 

爲
め
に
主
婦
の
實
務
は
經
減
さ
れ
た
。
職
業
的
實
務
的
敎
育
す
ら
、家
庭
ょ
り
は
堪
門
の
學
校
に
主
と
し
て
委
私
ら
れ
た
。
：.調
：理
す
ら
、 

外
部
に
‘仰
ぐ
事
、
,炎
し
て
‘‘f

㈣で
な
く
な
っ
て
來
た
？
百
.貨
店
の
食
品
部
の
陳
列
箱
に
は
、
旣
に
.調
理
さ
れ
、
：
唯
食
臍
に
.上
す
丈
け 

の
勞
を
持
っ
許
り
の
食
物
が
豐
富
に
複
雜
に
並
ん
で
.ゐ
る
。
治
瘀
が
尊
門
的
仕
事
に
な
っ
た
の
は
云
ふ
迄
も
方
い
:0
育
兒
す
ら
、家
庭
* 

生
婦
の
手
か
ら
離
れ
得
.る
許
り
に
な
っ
て
ゐ
る
い
唯
、
か
く
o

f
事
情
は
、
市
場
關
係
で
あ
る
が
故
に
、
.他
に
依
#
す
る
以
上
、
對 

質
を
支
拂
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
從
っ
て
、
都
市
绀
活
は
貨
幣
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
いo

礙
に
於
い
て
都
市
の
坐
活
は
、
ニ
^
で
は
.貨
幣 

收
辱
に
全
努
力
が
傾
注
さ
れ
る
■事
と
な
る
。
坐
活
の
貧
富
も
人
問
の
働
き
も
、
い
づ
れ
も
其
0
有
す
る
金
カ
の
大
小
に
ょ
っ
て
究
ま
っ 

て
來
る
す
あ
ら
ゆ
る
人
間
が
貨
幣
的
評
價
を
受
け
る
様
.に
な
る
の
.も
當
然
で
.あ
る
。
し
か
し
社
會
崇
の
全
部
が
凡
：ベ
て
.商
業
的
市
場

的
關
係C

裡
に
行
は
れ
ろ
ヮ
ヶ
で

は

無
い

。
商
業
的
市
場
的
組
織
の
社
#
的
意
義
は
.、.
現
在
迄
の
と
こ
ろ
.：
此
の
方
法
に
ょ
る
社
#
-的 

調
骆
が
股
も
含
邢
的
効
艰
的
セ
あ
る
と
の
.理
解
に
華
い
て
»
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
の
.で
あ
る
。
'其
れ
故
、
社
會
生
活
の
他
の
方
如
に
杜
、
，
 

此
_</
>
.方
法
に
ょ
ら
ぬ
組
織
が
あ
る
。
：公
共
的
組
織
が
之
れ
で
あ
つ
て
\
.自
他
北
ハ
に
.>
:社
會
生
活
の
利
便
の
爲
め
、.
1會
集
國
_の
大
き
く 

な
る
に連

：：

て
楚
等
の
組
織
が
發
達
し
'て
來
る
。
.前
に
敎
育
組
織
に
就
い
て
述
べ
た
が
、
蹄
密
に~iK

へ
ば
敎
育
組
織
は
、
■商
業
的
市
場 

的
組
緻
に
其
-礎
を
置
く
も
.̂

で
.尨
く
て
、公
共
的
組
織
に
.ょ
る
可
き
-̂
の
で
あ
る
。
.此S

公
共
的
組
織
の
場
合
に
は
、購
買
力
に
代
つ
て 

麻i
i

t

い
.意

_

_

#.<
>
.
糧

认

妨

問

題

':
#
尨
_
,她
ち
3
社
#.
泰
體0

：

利
益
■
、"併

：
せ.
個

.
， 

h
脉

赏

薇

供

^
公
共
的i

靡
繳
較
凑
響
が
廳
る
：M'
;

^

、租
税
公
租
そ
の
他
€>
,形
式
で
公
團
體
0
手
に
納
め
ら
れ
て
、
之
れ
を
財
源
と
し
て
諸
種
の
訊
.業
が
經
營
さ
れ
る
の
で
，あ
る
。
從
つ
て
此 

の
場
合
に
^
未
開
地
.や
邊
疆Q:

地
.に
瓜
つ
て
は
故
等
の
組
織
が
成
立
す
.る
餘
地
な
く
、
從
つ
て
*
各
人
が
個
々
に
自
營
し
な
け
れ
ば
な 

ら
ぬ
狀
態
に
的
か
れ
-6
。
巩
び
运
大
'な
人
.ロ
龈
と
尨
大
な
富
カ
と
を
持
つ
.た
都
市
が
是
等
，の
.組
織
に
薇
も
富
ん
で
ゐ
る
所
以
で
あ
る
。

,
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.

斯
ぐ
の
如
く
し
て
、
；都
市
に
於
せ
る
坐
活
は
、
.社
會
的
な(

私
的
或
.ひ
は
公
北
ハ
的
な

)

制
度
や
組
織
に
依
存
ず
る
坐
活
形
式
を
特
6
と

.

.

• 

. 

. 

- 

• 

- 

• 

• 

. 

.

. 

.

す
る
。
從
つ
て
都
會
生
活
の
竹
也
は
、
笆
々
の
生
活
上
の
營
み
を
悉
く(

極
端
に1K

.

へ
，
ば)

他

人

に

委

托

し

て

，了

つ

て

、

所

得

银

活

を

唞

.

.
V
...
.
: 

.

. 

I

ぃ'
'：
.
.
.
-
'
- 

.

.

.

>フ
-

.

心
に
し
て
自
分
，.

一

人
の
坐
活
を
思
ふ
.存
分
、
滿
足
さ
せ
れ
ば
い
、
と
云
ふ
生
活
熊
度
を
生
み
出
す
事
と
な
る
。
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■

.

.

.

. 

■

,
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V
.

V 

V.: 
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,
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•
•

.
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. 

: 

, 

、
- 

■

,

-旣
P
述
.ベ
，た
所
を
以

.つ
-て
..、人

K

が
最
も
非
雞
す
る
で
あ
ら
ぅ
所
の
二

つ
，の
坐
活
態
度
が
擧
.げ
ら
れ
.た
o
脚
ち
貨
幣
萬

能
主
義
と
自 

-

都

市

坐

活

論

' ,

五

五

a

 

§
s
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.

都
市
生
活
論 

.五

六

(

一
ニ 

0
4
0 

栽
獨
善
主
_
と
の
生
活
態
度
が
都
市
坐
^
の
特
色
だ
占
袞
ふ
結
論
は
、、
都
市
坐
活
1
非
難
す
る
者
の
最
も
.指
彈
す
る
所
で
，あ
ら
ぅ
。
し 

か
し
此
の
生
活
態
度
は
、
其
.の
螯
悪
は
別
と
し
て
、
現
在
の
坐
活
方
法
と
し
て
，
*
頗
る
强
@
な
も
の
で
あ
る
か
ら
し
て
、
北
ハ
の
然
か
る 

所
以
を
說
明
し
な
け
扪
ば
な
ら
ぬ
、o
'
, :

-

、、
人
.
.
：

-
、

‘

-

.

:.
- 

先
づ
第
一
に
貨
幣
萬
能
主
義
に
.就
い
て 
一

K

へ
ば
、
旣
に
述
べ
た
様
に
、
都
舍
の
生
活
は
凡
べ
て
市
場
的
に
依
存
せ
る
故
、
購
買
力
を
. 

持
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。

そ
れ
も
、
購

貢

力

の

大/]
'
•■に
' 
生
活
の
豐
裕
が
か
X
る
の
で
.
.お
る
。
：
從
つ
て
.よ
り
多
く
を
備
け
：た

；̂

と
宏
ふ
の
が

觀

_

漏

鮮

顏

: 1
1

_

§

1

職

麗

_
豫
®
嚴

■

■

定
額
報^

な
の
は
、
其
の
所
得
坐
活
の
性
質
上
、
、常
然
で
あ
b
ぅ
。
•
.特
殊
な
收
人
な
•く
し
で
は
、
彼
等
の
坐
活€

：

容
に
改
進
を
望
む
事
•は
出
來
な 

M;
か
起
縛^:
;

■
_

農
_
養

_
藤
_
農
民
&
活
_
廳

_
所
輸
的
,
取
羝
ら*'
サ
條
暇
か
_
用
$ 

白
用
物
資 

の
自
給
等
の
方
法
.で
行
は
れ
る
に
反
じ
.、
都
會
の
坐
活
は
、
坐
活
の
消
極
化
を
I
く
外

、
.：
改
善
は
、所
得
的
增
加
に
ょ
る
の
外
は
無
い
。 

從
つ
，て
、.先
づ
’第
ニ
の
關
心
は
1所
得」

'に
お
る
。「

寄
る
，と
觸
る
と
月
給
の
話
ば
か
ヵ
し
セ
ゐ
る
し
事
は
、
市
民
的
な
银
活
の
表
現
に
外 

把
ら
な
：

S
。

同
亿
様
に
挨
拶
代
ヴ
に「

ド
ゥ
デ
ズ
儲
:̂
-
ま
す
.か」

と
沄
ふ
(0
'
も
同
じ
表
現
で
.あ
る
。
、

,
.
.

，、■自
己
の
生
活
態
度
が
か
く
あ
る
が
故
に
、’.他
人
兄
對
す
る
評
價

も

、當
然
其
の
人
の
持
つ
經
濟
カ(

職
貢
力)

に
對
す
る
評
價
と
.な
る
。 

嚴
密
に
1^.
へ
ば
_其
の
人
の
.示
す
坐
活
様
式
か
ら
判
斷
し
た
瓤
濟
ヵ
に
就
い
て
の
評
價
と
な
.つ
.て
了
か
。
從
つ
て
第
，一
項
で
述
べ
た
最
も 

桃
擇
的
な
複
雜
な
坐
活
を
疗
つ
て
ゐ
る
人
々
，を
み
る
と
、
直
に(

貨
幣
的
•に)

尊
敬
し
て
了
ふ
の
で
あ
る
。
最
も
複
雜
な
坐
活
と
は
撰
擇 

の
範
圍
の
廣
い
人
で
あ
る
か
ら
富
豪
貴
顯
が
庶
民
.に
交
つ
て
っ
日
'の
丸
辨
當.J
や
っ
腰
辨
し
を
經
驗
し
た
と
云
ふ
揷
話
は
、
大
名
が
秋
刀
魚

を
噴
べ
た
話
と
同
様
に
、
大
，衆
を
し
て
益
々
典
の
御
身
分
を
羨
望
せ
レ
め
る
丈
け
の
も
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
是
等
の「

下
痛
に
通
卜 

ぜ
ん
と
す
る」

•
人
々
•は
、
要
す
る
に
、
自
己
の
撰
擇
性
の
廣
さ
を
示
し
て
、
以
つ
て
無
意
識
乍
ら
に
も
富
力
を
誇
承
し
て
ゐ
る
の
で
あ

る
o 

, 

. 

 ̂

,

.

-

•
■

„ 

■
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.
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.

,
し
か
し
、.人
に
對
す
る
評
價
が
貨
幣
盼
で
あ
ヴ
表
面
的
外
見
的
で
あ
る
の
が
不
可
と
す
る
な
^
ば
、
，
何
の
.評
價
を
以
つ
て
之
れ
に
替 

へ
る
可
き
で
あ
る
か
。
勿
論
、
其
の
人
の
德
性
愈
り
人
格
なf

擧
識
な
り
敎
鬣
な
り
に
從
つ
て
評
價
す
る
の
•が
本
當
で
あ
ら
う
。
し
か 

ら
ば
現
代
都
市
の
.坐
活
中
に
、
凫
等
れ
資
質
が
充
分
に
摩
敬
さ
れ
る
情
況
に
あ
る
扒
否
か
。
不
幸
に
し
て
此
の
問
に
對
し
て
は
否
觉
を
ぺ 

以
つ
て
答
へ
ね
ば
な
ち
ぬ
■。
.先
づ
第
.一
に
楚
等
の
資
質
^
坐
活
の
程
度
と
が
必
ず
し
も
，
一
致
し
な
い
許
り
で
な
ぐ
、
往
々
.に
し
て
反
對 

に
な
つ
て
ゐ
る
.0
即
ち
、
德
を
修
め
歡
養
を
積
む
.の
が
、
.生
活
を
豐
か
に
す
る
途
で
な
い
事
が
明
白
で
あ
る
。
論
者
は
沄
ふ
で
あ
ら
う
5' 

是
等
の
資
質
は
、
物
質
的
银
活
の
潤
澤
を
致
す
の
：が
主
眼
.で
は
無
い
と
,0
此
の
議
論
は
立
派
で
あ
る
。
.し
か
し
、
茲
で
問
題
は
、
現
代 

の
都
市
の
生
活
“に
は
*
ど
う
し
て
も
充
分
な
購
買
力
を
持
た
ね
ば
な
■ら
.ぬ
とIK

ふ
前
提
か
ら
出
發
し
て
ゐ
る
の
で
あ
つ
て
、
此
の
爲
に
；
 

は
、
單
な
る
知
や
德
や
修
蕞
丈
け
.で
は
間
に
合
は
ぬ
と
孝
つ
た
丈
け
で
あ
る
。
次
に
、
現
代
の
都
#
坐
活
に
あ
つ
て
、一

々
、
人
間
の 

的
在
的
な
本
質
的
‘な
價
値
を
探
究
七
ノ
そ
れ
に
‘ょ
つ
て
、
各
人
を
評
價
す
-̂
事
が
行
は
れ
る
か
.ど
^
か
。
社
會
學
者
の
.云
ふ
、
：：
所
謂
鑄 

'型
的
認
識
.が
都
會
社
會
に
あ
っ
て
は
生
活
の
便
法
な
の
で
あ
る
o 

'

.少
し
く
詳
し
く1K.

ふ
な
ら
比
、
狹
い
世
界
に
於
；

S

て
は
、
自
他
共
に
、
生
活
の
内
外
全
面
に
就
い
て
知
.悉
し
て
ゐ
名
場
合
が
多
い
。
.，
 

例
へ
ば
家
族
，の
如
き
、
、
農
杜
部
落
の
如
き
、
或
ひ
は
極

.め
て
親
し
い
朋
友
間
の
.如
き
は
、
所
謂「

黑
子
の
數
ま
で
：

j

も
知
.り
'合
つ
て
ゐ
.る
’ 

都
市
牟
活
論 

. 

■
五
、七

，

C
1
U
O

七〕

.
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都
市
生
活
論.
 

'

五
..

八
.

c

s

o八)

間
柄
で
，あ■り
、
お
互
に
相
手
の
外
見
に
っ
、
ま
れ
た
內
在
的
な
も
の
ま
.で

.%
充
分
に
知
悉
し
て
ゐ
る
。，故
に
、
か〜

る
間
柄
な
れ
ば
、
，
 

相

參

_

外
貌0
»何
ぬ
撖_

_
砍
_

的«-
;
實
價
値
に
即
し
セ
逛
れ
養
評
懷
來
る
：事
が
出
來
る
々
如
何

か
_ら
す
れ
ば
袅
子
の
_駿
者
は
ー
介
の
駿
者
、
し
か
も
，
妻
ょ
.り
捨
て
ら
れ
る
位
の
っ
ま
ら
な
い
馭
教
に
し
か
過
ぎ
な
い
。
農
村
で
は
籾 

服
駔
髮
で
あ
っ
ゼ
も
地
主
は
地
主
で
乾
彼
と
し
て
.知
ら
れ
て
ゐ
る
0
.
.
興
の
外
貌
の
如
何
に
拘
ら
ず
、
ょ
く
內
诛
を
知
っ
て
：尊
敬
す
べ
き
：
 

も
の
は
尊
敬
し
輕
蔑
す
べ
き
も
の
は
輕
蔑
し
て
ゐ
る
。
田
舍
の
對
人
的
關
係
は
殆
ど
全
部
之
れ
で
あ
る
o
從
っ
；
て
農
^
は
未
知
の
來
訪 

者
に
對
し
て
極
度
の
，不
安
を
持
っ
、

殊
に
外
貌
’の

*:
-
派
な
尊
大
な
外
來
者
に
對
し
て
.は
、
恐
怖
に
.近
い
感
情
を
持
0
。
：
即
ち
相
手
が
何 

衮
だ
か
判
ら
.な
い
か
ら
で
あ
る
.
,°
外
形
か
ら
判
斷
し
評
價
す
る
習
性
に
慣
れ
て
ゐ
な
い
か
ら
で
あ
る
6
. 

:

反
之
、
都
會
人
は
、
か
ろ
し
た
接
觸
や
認
識
を
持
.っ
場
合
が
少
い
..°都
#
人
の
接
觸
し
面
接
す
る
人
、間
は
悉
\<
未
知
の
人
々
で
あ
る
。 

旣
知
の
人
々
灾
^
土
述
_
知
識
呤
比
：較
す
舴
ば
.朱

知

：に
：
も

等

^
扒

汾

で

：
あ ̂

\

 

々
す
ら 
一
}

S

的
な
知
識
し
か
持
た
な
い
の
で
あ
る
。
诺
し
、
，都
#
人
が
其
の
接
觸
す
る
無
數
ハ
人
々
に
就
い
て一.

々
、
.
内
的
眞
價
を
躲 

索
し
て
ゐ
た
と
す
れ
ば
、
J1
:ハ
の
在
活
は
破
綻
.に
陷
っ
て
了
ふ
で
あ
ら
ぅ
。
又
、
生
活
上
の
便
宜
で
接
觸
す
る
人
々
に
就
い
て
さ
ぅ
し
た 

配
虛
は
不
必
要
で
ル
あ
る
。-隣
人
•同
僚
共
に
相
當
'に
あ
し
'ら
ふ
て
差
支
な
い
。
顧
客
•店
員
い
.づ
れ
も
商
寶
的
に
遇
し
て
充
分
で
あ 

る
。
不
知
が
原
則
で
あ
る
が
故
に
、
知
ら
ぬ
相
莘
が
出
現
し
た
と
て
、
特
に
驚
く
事
は
無S

の
で
あ
る
。
商
人
と
す
れ
ば
店
頭
に
立
っ 

?>
-の
：ゆ
顧
客
が
_
見
が
：
或
び
：株
物
貧
押
賢
り
寄
附

#
請
^
翁
一
別.

此
の
點
か
ら
し
て
.、
都
會
人
の
相
手
を
知
覺
す
石
の
.に
特
殊
な
便
法
が
生
れ
る
。
元
來
今
の
商
人
の
例
を
以
っ
.
•て1K

へ
ば
店
頭
に
立

つ
た
人
物
が
大
體
何
荠
で
あ
る
か
で
明
0
に
な
.ら
ぬ
上
頗
る
不
安
で
は
あ
る
。
お
容
か
物
貰
ひ
か
ユ
-ス
リ
か
。
農
民
の
場
合
に
は
、
未 

知
の
人
問
に
對
す
る
の
に
不
安
を
感
ず
る
.の
で
あ
る
が
、
市
民
CD
1

.•
場
合
に
は
"
生
'^
競
爭
の
强
列f

な
瑗
境
に
あ
つ
て
、
相
手
が
敵
か
味

方
か
不
朋
I

に
就
い
て一

囊
心
す
る
の
で
あ
る
。
i

ぎ

く 

J

I

I
囊

す

る

.

I

f
。
驚

型

」

が

Tc
.

t
如
何
な
ふ
人
雜
艰
务
齡
活
^
パ
ー
自
霖
纖
货
艰
:^
^

あ
，
る

爲

め
'に
'
...
»
:當
萌
の

」

人
物
を
其..の，.帶
^

.2
>型
^
.ょ
0
て
.
駿̂
す
.る
、
即
ち
、
，

「

事
務
員
た
，ナ

」

'

「

女
給
'た
ナ

」

と
^
'ふ
1
に
半
1*
す
る
。
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■
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ぃ
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ぐ

::
:

'
て' .〈V

 '.V.、

.-/''.'.. 

-
r
;
'
.
v 

: )

.

.
：
.■■
■.
 

,.:
■
'■
:
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勿
論
間
違
ひ
の
坐
ず
る
場
合
も
決
し
て
少
く
な
い
。
所
で
他
方
、
，自
分
の
胸
中
に
は
仍
'々
の
人
物
に
つ
い
て
の
概
念
が
激
め
つ
く
り
上

.

.

...
卜.
.
.
,
■;
'
.■;
-ぃ-.
-;-
-
-.
;
,
.
•,
•....
.
. 
.. 

..

>■
.
■■
-
.
,
•:
'し：
；.■>
■
;.
::•
、

. 

:
•
.
';•
;'■
•:
, 

':;
•'
■:... / • 
'
■■
■'
.
:
:
•

-■
■
.
'
;
. 

:

,'
■.
.
.
 

.

.

.

.

.

.
パ-,
.:.:.
 

,_
}•
: . 
.
.
.
. •

げ
ら
れ
て
あ
る
。

「

政
治
家
は
コ
ゥ

」
「

勤
人
は
コ
ゥ

」
「

學

生

はn

ゥ」

と
耷
ふ
風
に
標
準
的
理
解
が
あ
.る
。
其
處
で
、
服
前
に
現
は
れ

, 

•
、 
：
 

.

•

•

■

;
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f一-..: 

•
.
•
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.
.
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-
:
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.

、

.

.

.

.

た
人
物
に
つ
い
て
型
を
看
取
す
る
と
、
そ
れ
忙
應
じ
て
先
決
的
概
念
を
結
び
つ
け
て
*
之
れ
で
相
手
の
判
斷
を
作
り
上
げ
て
了
ふ
。
此 

:の
認
識
を
鑄
型
的
認
識
と
一K

ふ
の
で
あ
；る
が
、
此
の
便
法
に
載
い
て
都
會
人
は
相
手
を
巧
み
に
處
理
し
てK

く

の

で

.
、あ

石

。

. へ
：：：.

此

へ

の

毚_

他

：_

粮

摄

纖

繼

薩

聖

I

■
選

。ハ_

認
識
へ
の
進
步
を
妨
げ
る
の
で
あ
る
。-例
へ
ば「

資
本
家
Cと
云
ふ
豫
前
的
概
念
を
持
づ
と.

當
面
の「

资
木
家」

が
ど
ん
尨
內
在
的
美
徳
を

,

:

. 

■ 

/
 

.

持
つ
と
雖
も
、」

應
は「

勞
働
者
の
宵
血
を
絞
る」

.型
に
觀
念
さ
れ
て
了
ふ
が
故
に
、
其
の
美
德
に
就
い
て
の
理
解
を
妨
げ
、
資
本
家

と
勞
働
者
の
.相
互
的
理
解
を
閉
す
結
果
と
な
^
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都
苽
坐
活
输
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'

現
代
：K
學
浊
氣
質
を
•«
い
た
或
，る

雜

誌

に
1裕

福

な家
！
！

の
子
弟
が
多
い
と

iK

は
れ
る
慶
大
の
學

生
.
.

と
か
n帝

大

の

秀

才

か

慶

應

の
：：

金

持
. 

ぃ.
.
,
-坊
ち
や
ん」

と
か
書
か
れ
て
ゐ
る
が
、
慶
腦
と
.か
三
田
と
か1

K

ふ
と
す
ぐ
命
持
と
考
ヘ
'さ
せ
る
も
の
*
此
の
種
の
鄹
識
方
法
で
あ
る
。
故
に
熟 

帕
に
制
服
の
i

l

の
I

I

は

れ

ふ

「

慶i

の
I

辛
.，

と
I

れ

た

麗

す

ぐ「

l

i

t」

I

-

H

 

の
.で
あ
る
。
此
の
-槪
念
の
疋
し
さ
"
正
し
く
な
さ
は
笆
々
の
琪
情
に
ょ
つ
.て
與
る
。
し
か
し
全
然
無
關
係
な
、装
礎
の
辘
い
所
に
生
ず
る
も
の
で 

.
,

も
な
ぃ
d
唯
最
も
#
險
な
の
は 

>
極
度
に
概
念
化
し
公
式
化
標
準
化
し
て
了
つ
.た
場
合
や
確
赞
な
极
撒
を
觚
い
た
知
識
に
諶
く
場
合
で
あ
る
。

例
ば
ゴ
シ
ッ
ブ
や
噂
は
、
'*
村
の
樣
な
社
會
巧
は
興
の
入
に
强
カ
な
、制
裁
と
か
る
が
都
會
で
は
ー
、つ
の
感
情
の
下
劑
に
過
ぎ
な
い
と
言
は
れ
て 

.
ゐ
る
が
、
反
對
に
農
村
.で
は
.
噂
や
ゴ
シ
ッ
，.ブ
，は
是
正
^
れ
る
餘
地
が
あ
る
が
都
會
で
.は
其
の
可
能
性
が
少
く
な
い
。
典
の
‘爲
め
特
定
人
の
社
- 

會
的
生
命
が
_
极
據
な
ゴ
シ
ッ
ブ
の
爲
め
に
^-
^
㈣
に
な
る
と
萁
ふ
事
も
㈣
い
と
は
运
へ
な
い
。

兎
に
角
.
か
ぅ
丄
た
社
會
に
あ
つ
て
、
自
分
め
面
前
に
現
は
れ
る
入
肌
の
內
在
的
眞
價
に
.ょ
つ
て
之
れ
を
判
斷
す
る
事
の
出
來
な
い
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の
が
原
則
で
あ
.る
。
:#
0
て
彔
面
的
な
外
觀
や
服
^
態
度
会
語
.
擧
'.
|
|
-
.
等
に
ょ
つ
て
判
斷
す
る
事
と
.'な.る
0.::.貨
幣
的
評
顧
が
有
カ
な

.

.

.
,

.

人
、
へ.
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.■
■
h
r,:
'
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り
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レ-
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.

る
、
又
企
む
を
得
ざ
，る
琪
情
に
栽
い
て
ゐ
る
。

■ 
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'四

,
第
ニ
の
坐
活
態
度
で
あ
る
個
人
的
獨
薺
的
態
度
に
就
い
て
云
へ
ぱ
、
都
會
は
凡
べ
て
に
.つ
い
て
社
會
的
姐
織
と
制
度
の
社
會
だ
と
云

”
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' 

禁
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
？
例
へ
ば
嘗
て
は
井
戸
水
を
以
つ
て
、
個
別
例
に
營
ん
で
ゐ
た
上
水
の
配
給
を
今
日
に
於
い
て
は
上
水
道
事
業
に
ょ

つ
て
全
體
的
に
處
理
し
て
，ゐ
る
。
之
れ
士
同
樣
散
も
の
に
塵
埃
汚
物
の
處
理
、
下
水
道
等
が
あ
る
。
消
防
*
瞥
察
ぃ
づ
.れ
も
さ
.ぅ
で
ぁ

る
，。
救
護
救
恤
の
如
き
も
個
人
的
に
對
處
し
な
い
で
、
社
#

的
な
組
織
を
以
っ
て
之
れ
を
行
ふ
、
諸
種
の
社
會
.事
業
團
體
が
.そ
れ
で
あ
. 

•

「

る
。
旣
に
述
べ
た
棟
に
敎
育
は
全
部
學
校
.で
引
き
受
け
る
社
會
敎
育
の
影
響
を
强

*<
主
張
す
る
人
々
0:
め
紙
%:
決
じ
て
間
違
. 

で
は
な
い
が)

I

に
も
托
兒
所
が
あ
っ
た
り
I

が
居
た
り
す
る
。
f

に
‘は
病
院
_

婦

宏

る

。
.
k

f
 

s

l
•料
理
人

<■ 

‘
， 

• 

• 

.

.

.

.

. 

• 

. 

.

.

.

. 

.

. 

.
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が
，あ
る
。
要
す
る
に
充
分
に
人
や
物
を
使
役
す
る
.丈
け
の
收
入
が
あ
れ
ば
、

一
々
自
分
で
自
營
し
自
給
す
る
必
耍
は
な
く
"
全
.部
、
他 

人
に
委
せ
て
差
支
な
い
の
で
あ
る
。.從
◊
て
y
自
身
で
は
如
何
に
し
て
收
人
を
墦
加
す
る
‘か
の
方
法
に
鄭
心
し
\
他
は
、
如
何
ぬ
し
て 

其
の
得
た
所
得
を
効
染
的
に
利
用
す
べ
き
か
に
腐
心
し
、
以
っ
て
坐
活
„の
最
大
享
樂
を
得
ょ
ぅ
と
す
.る
。
之
れ
が
市
民
<̂1

つ
<0
;
.生
.活 

態
度
で
あ
る
。
勿
論
、
全
部
が
悉
く
他
に
依
存
す
る
爲
め
に
は
、
充
分
の
所
得
が
無
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
し
所
得
の
大
小
に
應
じ
て 

，多
寡
は
あ
れ
、
い
.づ
れ
に
し
て
も
、
此
の
依
存
主
義
の
行
は
れ
て
ゐ
る
所
に
都
#
の
特
也
が
あ
る
。

旣
に
述
べ
た
様
に
都
會
人
が
利
己
主
義
苕
に
見
え
酷
撖
不
德
の
人
間
に
見
え
る
の
.は
此
の
坐
活
態
度
の
爲
め
で
あ
る
。
■現
に
、
.公
共
：
 

的
な
事
業
は
選
擧
權
の
行
使
に
の
み
限
ら
れ
、
他
は
全
部
，
市
役
所
や
市
會
の
任
事
.と
し
て
委
せ
て
_置
'い
て
差
茭
な
い
。
自
ら
直
接
に
.：
 

關
與
す
る
必
要
は
な
い
。
要
は
所
龙
の
公
租
公
課
を
間
遠
な
く
納
入
し
、.'選
擧
權
を
行
使
す
れ
ば
市
民
と
し
て
の
實
務
は
濟
ん
だ
様
に
I 

思
ば
れ
を
。
‘赤
十
字
社
愛
國
婦
人
會
其
の
他
./li
t
-#
窬
業
圈
體
に
寄
附
し
て
お
け
ば
、
-之
れ
に
ょ
っ
て
社
會
的
道
.德
的
實
務
は
充
分
果
し
'

■-r'
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r

■

て
ゐ
る
o 

' . 

• 

'

•
さ
ぅ
考
へ
る
樑
に
な
る
も
の
、
，都
市
坐
活
に
於
い
て
は
做
々
-の
事
件
に
對
し
て
個
人
的
に
對
處
す
る
蕻
が
不
可
能
で
あ
ヴ
、
且
っ
場 

合
に
應
じ
て
，は
許
さ
れ
て
ゐ
な
い
か

^,
で
あre

v

少
し
く
具fi
t
'的
に
說
明
し
て
み
，ょ
ぅ

。
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都
市
也
活
論 

六

-:(

一
 n

 n
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. 

或
る
無
政
府
主
義
者
の
描
い
た
未
開
人
社
會
で
は
、

.
一
人
が
發
見
し
た
食
物
は
、
，三
度
仲
間
を
大
聲
に
呼
び
集
め
、
そ
れ
で
も
誰
も 

來
な
か
っ
た
場
合
に
の
み
、一

人
で
喻
ふ
事
が
許
さ
れ
る
さ
ぅ
で
あ
る
。
現
代
人
は
人
か
ら
物
を
貰
つ
て
も
分
け
る
必
要
も
義
務
も
な 

い
。
物
を
拾
っ
た
ら
ば
鲦
察
に
屈
け
る
丈
け
で
あ
る
。
特
別
.な
‘事
情
の
無
い
限
り
、
個
人
的
に
落
中
：を
探
索
す
る
必
要
は
無
い
。
#
察 

で
も
,
忠
の
形
式
に
從
っ
て
處
理
す
る
9
從
っ
て
形
式
に
於
け
る
不
備
缺
陷
が
最
も
不
可
と
云
ふ
事
に
な
る
。
個
人
め
善
意
惡
意
は
問 

.題
'

S

於

紀

故

現

者

_
否
應
_
拘
咲
_
所
觉
_
謝
赠
，を
受
け
拉
ば
教
>̂
:

%

代
人
は
そ
れ
ぐ
規
定
の
.機
關
に
通
吿
す
れ
ば
そ
れ
で
義
務
を
果
せ
る
6

一
 

々
自
分
で
引
取
っ
て
世
話
し
た
り
面
倒
を
見
た
り
す
る
必 

要
が
無
い
。
假
り
に
若
し
"
凡
ベ
て
の
場
合
に
個
人
的
に
對
'處
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
す
れ
ば
、
#
市
の
^
活
は
ど
ネ
な
る
が
0
恐
ら 

•<"
形
べ
妨
.0'
:生
瘅
が
讓
の
«
む
瞎
岁
と
滿
^

求
し
て
ゐ
る
。
共
の
定
め
ら
れ
た
以
外
の
仕
琪
に
關
.っ
て
ゐ
れ
ば•

直
に
所
定
の
規
率
に
故
障
が
坐
ず
る
。
機
械
や
汽
鐵
や
乘
物
.が
少 

し
く
早
く
運
轉
さ
れ
て
も
、
又
遲
れ
て
運
轉
さ
れ
て
も
、
少
な
か
ら
ざ
る
故
障
を
多
方
面
に
及
ぼ
す
で
あ
ら
ぅ
。
從
つ
て
分
檐
し
定
め 

ら
れ
た
以
外
の
事
に
は
關
與
せ
ぬ
の
が
坐
活
規
率
の
原
則
で
あ
る
。
分
業
的
奪
業
的
な
組
織
に
あ
っ
て
は
、
.己
'の
分
，を
確
守
す
る
事
は 

の
費

務
■
憂

：.。變

.

r

 

:

茲
で
分
業
に
共
t
専
業
に
就
い
て
論
ず
る
必
要
が
出
來
た
。
元
來
•
萬
業
化
は
、
其
の
業
務
の
効
艰
を
最
も
能
率
的
た
ら
し
む
る
方 

法
で
あ
る
。
從
っ
て
琢
業
背
の
職
分
は
-
其
の
業
務
に
於
い
て
最
高
の
能
率
を
、發
拇
す
る
事
に
あ
る
。
從
っ
て
被
は
苟
く
も
、
靡
業
的 

業
務
以
外
の
事
象
に
就
い
て
關
與
し
た
り
、
容
喙
し
た
り
す
べ
き
.で
な
い
。.蒞
し
之
れ
を
犯
せ
ば
、
爲
め
に
己
の
獨
自
の
業
務
に
悖
る
.

•此
ひ
.‘原
則
の
故
に
、
'鶴
莕
は
，
，窮
厄
の
病
人
に
對
し
て
感
.情
の
激
動
を
免
れ
平
靜
に
鄭
業
的
に
處
理
す
る
事
が
出
來
"
法
官
は
' 
法
. 

の
定
む
る
所
に
從
つ
て
料
斷
す
る
事
が
出
來
る
。
敎
师
は
兒
宽
れ
知
育
德
氣
に
就
い
‘て
^
業
務
に
寧
心
し
以
つ
て
、
敎
育
の
効
翁
を
あ

げ
る
事
が
出
來
る
。
若
し
.醫
師
や
法
官
或
ひ
は
敎
師
が
一
々
面
接
す
る
’入
々
の
窮
境
に
個
人
的
に
精
神
的
に
對
應
し
て
ゐ
た
と
.す
る
な

.

.

.

. 
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, 

. 
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•» 

...•. 

.

.

.

.
, 

'. 

•

-
-
:

.

ら
ば
、
醫
師
と
し
て
の
■、
法
官
と
し
て
の
、
敎
師
と
し
て
の
醫
療
上
、
裁
判
上
、
敎
育
上
の
効
果
を
上
げ
る
事
が
.出
來
な
く
、な
つ
て
了 

ふ
で
あ
ら
う
。
殊
に
是
等
'の
人
々
の
面
前
に
現
は
れ
る
人
々
は
同
情
に
値
す
べ
，き
悲
慘
な
生
活
を
持
づ
た
人
々
で
あ
る
寧
が
多
い
/°
そ 

れ
故
、

一
々
ぞ
れ
に
同
情
し
、
典
の
方
面
に
迄
立
入
つ
て
對
應
せ
.ん
と
す
る
な
ら
ば
、
輿
業
者
と
し
て
の
仕
事
は
恐
ら
く
成
功
す
る
事 

亦
無
い
で
あ
ら
う
。
分
業
の
社
#
に
あ
つ
て
、
之
れ
は
恐
ら
ベ
不
幸
な
.現
象
で
あ
る
？
脅
家
'.の
病
人
に
、
平
然
と
し
て
ょ
含
食
抓
と
日 

光

•
空
氣
を
與
へ
ょ
と
處
方
す
る
事
は
、
醫
師
と
し
て
の
職
務
^
!の
罪
惡
だ
と
一K

ふ
說
も
あ
る
が
、
醫
師
と
し
て
の
責
務
は
其
の
以
外

•

-

-
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に
出
：る
#
比
出
來
な
^
:
:若
以

、
：
質
病
者
：に
他
の
處

に
他
の
組
織
な
り
制
度
な
り
を
以
.つ
て
、
其
れ
を
行
は
し
め
る
べ
き
で
あ
る
。
此
の
用
意
が
あ
れ
ば
徵
師
は
無
料
診
療
所
な
り
施
療
病 

院
を
指
示
.す
る
に
止
ま
つ
て
、
し
か
も
、
充
分
，な
處
方
を
精
神
.的
负
擔
な
く
：出
す
事
が
出
來
る
で
あ
ら
う
。- 

從
つ
.て
此
の
ii
r

i
潸
對
利
用
菪
の
關
係
は
、.

頗
る
非
人
秸
的
な
も
0
で
あ
る
。
利
用
苕
も
單
に
醫
師
、.敎
師
と
し
て
之
れ
を
遇
す
る

丈
け
で
あ
つ
て
、
そ
れ
以
外
.に
何
等
の
負
擔
も
萊
縛
も
感
じ
な
い
。
郫
業
者
の
方
に
あ
つ
て
：；̂
對
人
的
に
ば
：極
め
：て
冷
然
と
、
唯
業
務

.

.

.

.

.

.

.

.

'
.
.
.
.
.
.
-
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
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-
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. 

'
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’

的
に
の
み
誠
實
に
處
理
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
斯
く
の
如
く
し
て
都
會
的
な
.坐
活
は
萬
事
が
機
能
的
な
一
而
的
な
接
觸
に
分
解
さ
れ
盡 

都
市
生
活
論
、
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じ
て
了
ふ
,0
、か
-
る̂
坐
活
が
：
都
重
活
の
全
部
で
な
い
迄
も
、
其
の
原
，則
は
此
の
形
武
に
あ
石
事
は
否
定
す
る
を
得
な
い
。

.

.

..
註
出
独
兵
士
の
列
璀
と
，池
行
に
進
行
じ
て
ゐ
た
锯
艰
が
線
路
に
溢
れ
て
，み
た
熱
狂
せ
る
見
浍
入
群
に
突
入
.し
て
多
數
の
鑠
殺
蝶
傷
者
を
出
し
た 

辎
_

は
八
々
の
記
憶
に
新
し
‘い
所
で
あ
ら
ぅ
。
其
の
.原
囚
と
し
て
瑪
屯
、の
.運
轉
手
が
.同
じ
く
熱
中
.の
餘
ヵ
狀
途
行
.の
典
士
を
見
還
ら
ん
と
レ
た 

:

琪
に
恶
因
す
.る
，と
も
啷
へ
ら
れ
た
が
、
若
し
部
か
り
と
す
れ
‘ば
、
.此
の
逾
轉
手
の
態
度
は
全
く
^
や
ま
れ
る
も
の
と
荄
は
ね
.ば
な
ら
ぬ
0
運
博 

中

の

運

轉

乎

，
の

.继
逛
と
し
て
は
、
頭
轉
策
務
以
外
に
寸
分
の
汕
斷
や
_
蹴
が
.あ
つ
て
は
な
ら
以
の
で
あ
る
。
此
の
意
味
で
藩
主
の
行
列
に
禮
を 

と
ら
ず
、
農
耕
欹
つ
1:
'
け
た
と
云
ふ
農
民
の
1

は
立
派
な
も
の
で
あ
る
。 
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斯
か
る
意
味
で
都
會
人
は
機
能
的
に
規
率
せ
ら
，る
、
以
外
、
何
等
全
人
辂
的
な
來
縛
を
受
け
る
と
こ
ろ
が
無
い
。
之
れ
都
會
坐
活
の 

VS
消
匁
る
嘶
以
^
あ
^:
へ.此
对
卧
讲
0
:覆

：'が
獨
|
機

_
抵
態
»
と
；妬
^
理
：で
>̂
;
^
 ̂

5::
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へ
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ハり
:

ン：

.

.

.
• 

•
; 

; 

. 

... 

-
•
•
: 

, 

-
»
; 

メ

'.
...• 

一
 

-
.
.
. 

■■

•.
 ... 

t 

.

.

. 

,
-

■:
- 

-.'
•• 
.

.

.
• 

• 

. 

. 

■

•
•
•
•
.

 

■

$
«
■ 

. 

- 

< 

. 

»

'大
都
會
の
如
く
、
複
雜
で
廣
大
な
社
會
に
あ
つ
て
は
、
'坐
活
を
規
率
し
て
行
く
卜
：にci

然
、
多
く
の
統
制
が
必
要
に
な
つ
て
來
る
。

都
會
がs

舍
に
比
較
し
て
規
則
や
法
律
の
多
い
の
は
典
の
爲
め
で
あ
る
。
從
つ
て
市
民
は
多
く
の
法
雜
規
則
に
束
縛
さ
れ
て
ゐ
る
。
■此

. 

> 

,

.レ.
-
.
.
.
.
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.

. 
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Q

場
合
、
、市
民
は
如
何
に
善
意
と
雌
も
個
人
的
に
對
處
す
る
事
は
許
さ
れ
ぬ
。
例
を
以
.つ
て1K.

へ
ば
、
自
分
&
健
康
體
で
奴
る
0
故
^ ; 

以
つ
て
痰
を
街
路
に
吐
い
て
は
な
ら
ぬ
。
同
様
に
車
馬
(O
'
通
行
が
無
い
の
故
を
以
つ
て
、
停
生
信
號
を
無
駆
し
街
路
ぞ
橫
斷
し
て
ば
な 

ら
，ぬ
9
若
し
複
雜
に
し
て
繁
忙
な
都
會
に
於
い
て
各
人
が
個
人
.的
に
善
處
し
て
差
支
^

い
と
す
れ
ば
、
生
活
比
全
ぐ
腺
亂
に
陷
を
で
あ 

ら
う
。
充
分
な
る
防
火
設
備
の
ぁ
.る
故
を
て
以
っ
板
*
茅
葺
き
の
家
屋
1
翅
築
し
た
り
、
敏
捷
の
故
を
以
つ
て
、
赤
信
號
を
無
視
し
て

じ
自
動
車
.
•
s
a'o
fa
ぞ
走
^
拔
け
た
り
ず
る
事
は
、
.い
：づ
れ
も
規
則
違
反
の
行
爲
で
あ
つ
て
充
分
戒
め
ら
れ
ね
ば
：な
ら
ぬ
行
爲
；で
あ
る
。

ぃ：

都
市
ほ
，.

1
0
.
0
制
度
社
會
で
あ
つ.て
;-
>
此
(0
制
度
規
率
に
基
叙

の
制
敗
が
あ
つ
：.て
そ
れ
に
從
は
ね
ば
^
^v

ぬ
場
食
私
少
く
：な
い
？
し
か
し
個
人
的
に
善
處
し
.て
差
支
な
い
場
合
が
決
じ
て
^
'̂
:
な
い
？

.
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.

左
侧
通
行
•
咯
痰
'，
放
尿
®
如
き
特
に
禁
止
さ
れ
た
場
阶
以
外
に
ば
個
人
的
に
善
處
し
て
差
亥
な
A

都
项
で
あ
^ ;
o
o_

反
之
.、;'
±

_

の
如
く

都
會
文
は
充
分
.な
規
举
が
要
求
：さ
れ
る
。
#
て
停
止
信
號
を
無
視
し
.て
街
路
を
橫
斷
し
.自
動
車
に
饑
か
れ
た
學
坐
'が
、
：.貧
傷
の
如
何
：に

. 

.

-

.

 

• 

' 

■ 

. 

. 

.

.

. 

. 

.

.

.

.

，
拘
ら
ず
、
信

號

無

視

實

任

W

間

比

れ

議

實

辦

あ

^

た

が

.■.

.

.

.
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' ■

,は
都
市
に
あ
.つ
て
は
充
分
に
守
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
騷
音
防
止
の
闫
的
の
爲
め
に
は
、
共
の
规
則
を
徹
底
せ
し
め
ね
ば
な
ら
：.ぬ
-9
細
育
一

で
は
.難
も
騷
音
に
な
ら
ぬ
.機
、：聲
帶
手
術
を
受
け
る
必
要
が
.あ
る
と
極
！

IllE

し
允
論
者
も
.あ
つ
•た
が
、
規
則
遵
守
の
精
神
は
并
處
に
あ
る

ベ
.き
で
：̂

る
？
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斯
く
の
如
く
し
て
制
度
が
あ
り
、
.規
則
が
あ
る
以
上
、
個
人
的
.の
善
處
を
許
さ
ぬ
と
耷
ふ
事
か
ら
し
て
都
會
人
の
生
活
態
度
に
於
げ

:
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る
非
人
情
が
生
れ
、
.前
项
の
獨
薺
的
態
度
に
合
せ
て
都
會
生
沽
非
亂
の
狃
と
な
る
。
即
ち
規
則
に
律
し
て
行
動
し
て
お
れ
ば
そ
れ
で
生 

活
道
德
か
ら
解
放
さ
れ
る
の
所
感
.は
當
.然
起
り
勝
ち
で
あ
る
o
制
度
規
則
の
■道
德
と
侗
人
道
德
と
の
關
係
は
和
當
微
妙
で
あ
つ
て
、
玆 

で
は
論
じ
難
い
が
、
個
人
の
善
意
的
對
處
をi:

め
ぬ
限
り
、
個
人
は
道
德
的
に
賫
務
か
ら
解
放
さ
れ
る
。
唯
、
制
度
‘や
規
則
が
不
備
な 

場
合
に
な
る
，と
個
人
道
德
の
補
風
的
作
川
が
_ど
-ぅ
；1
て
も
必
耍
に
な
.
.つ
て
來
る
-0
考
人
子
供
.に
座
席
を
讓
る
蕻
は
規
則
と
も
な
し
得
る 

が
、
W
中

，
の

極

度

の

泥

雜

は

.、
速
轉
體
系
-や
設
備
の
不
備
+
充
分
.の
結
集
士
异
ふ
.可
き
で
あ
-る
0
從
つ
て
先
づ
共
の
改
良
を
針
る
の
が 

都
市
生
活
論 

.

，
六

五
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M
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先
決
問
題
で
あ
つ
て
、
■其
の
未
完
期
間
中
.
個
人
が
道
義
的
に
對
處
し
て
幾
分
な
り
と
も
弊
害
を
緩
和
す
.る

必

要

が

あ

る

。
，
其

れ

を

、
へ 

車
中
混
雜
及
び
其
の
盤
理
を
常
に
乘
容
の
道
義
心
■の
有
無
に
の
み
#
ロ

し

、何
等
遝
轉
•
經
營
上
の
改
善
を
爲
さ
^
る
が
如
；き
‘に
.於
：い

て
は
、-當
局
者
の
怠
慢
*
最
も
逆
し
と
一K

ふ
可
き
で
あ
る
。
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ゥ
1
H於
け
る
混
亂
又
然
り
で
あ
，る
。
謙
鑲
の
美
德
^
以
つ

.

.

.

. 

•

七
迪
退
ず
る
.事
が
如
俩
に
處
世
±-
闲
'難
で
あ
る
か
を
知
る
で
あ
ら
ぅ
。
，
.

註
或
る
老
女
は
朝
夕
の
乘
物
の
運
轉
及
び
骓
咨
の
態
度
が
頗
る
不
親
切
亂
暴
で
坐
命
の
危
險
を
感
ず
る
旨
を
嘆
い
た
。
之
れ
に
對
し
て
朝
夕
の
/ 

混
雜
時
に
何
に
も
奸
ん
で
御
若
人
が
出
か
け
る
必
要
は
な
か
ら
ぅ
と
反
馼
し
た
若
い
渚
が
あ
つ
た
。
此
のff

論
は
、
此
の
項
で
論
じ
て
ゐ
る
都 

'

市
虫
活
の
一
而
を
非
常
に
よ
く
物
詰
つ
て
ゐ
る
。
老
人
若
人
の
ノ
い
づ
れ
の
主
張
が
正
し
い
か
は
別
問
個
と
し
て
、
之
れ
は
恐
ら
く
多
く
の
人

;:
.フ
；

''
. ̂

.
:

-
鬼
咚
角 

ー士
社
會
化
さ
れ
だ
制
度
的
社
會
坐
瘐
に
あ
づ
ホ
は
巧
個
人
ほ
制
度
的
崎

'制
歡
と
機
關
办
完
馓
が
必
须
な
る
は
沄
ふ
迄
も
觚
い
。
之
れ
が
制
度
の
道
義
性
の
'問
題
1に
な
る
。
此
-の
問
題
は
、
詳
し
く
論
ず
る
餘
裕 

.

.が

.

無
：：

ぃ

齡

レ̂-
脱

则
A
31
:
げ
£
說

：
呢

す

％

に
^

吹

旮

が

ゥ

制

轉

*:
-機
晴
は
^

て
极
本
原
則
と
す
る
。
質
窮
の
人
々
を
救
ふ
手
段
が
、
社
會
化
さ
.れ
、
個
ん
的
實
務
が
無
く
な
づ
た
な
ら
ば
、
そ
の
社
#
的
機
關
は
最 

も
よ
く
其
の
機
砒
を
發
邮
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
放
诚
,
唂
痰
を
禁
ず
_る
な
ら
ば
、
適
當
の
場
所
を
設
定
し
セ
必
要
に
應
ぜ
ね
ば
.な
ら
ぬ
。
' 

交
妞
規
肌
を
設
け
る
な
.ら
ば
、
交
通
流
の
賢
情
に
即
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
人
通
り
も
&
馬
の
交
通
も
極
め
て
少
な
い
所
に
赍
赤
の
信
號
を 

掲
げ
て
も
無
駄
で
あ
る
。
.否
む
し
ろ
密
が
あ
る
、パ
何
と
な
れ
，ば
人
々
.於
之
れ
に
よ
つ
て
規
則
無
視
に
狃
れ
.る
が
故
に
。
.
無
意
味
に
廣
い 

、道
路
が
兒
宽
の
自
由
.な
遊
び
場
に
な
つ
て
ゐ
る
場
合
も
之
队
と
同
じ
で
あ
る
。

.

パ

.'
，^
斯
く
め
^
べ
^^
度
泞
規
測
及
び
機
關
を
以
っ
て
社
會
的
に
金
體
的
に
規
率
し
對
處
す
义
か
ー
ら
に
は
、
4t
等
が
分
夕
れ
も
.崇
高
な
倫
理 

•:
:
'

:

-#
咬
#
っ
.尤
，
來

な

け

れ

ば

、
な

ら

^

制
度
•
組
^

就̂
い
て
此
の
^
會
的
倫
现
性
が
認
必
ち
れ
な
い
と
社
#
の
運
行
は
頗
篇
困
難
な
も

•

:
o
i
な

る

。
；
，
制

度

>
組

織

：
の
.意
義
.ば
玆
に
あ
る
0
即
ち
、
社
#
の
實
情
に
即
し
七
、
し
か
.も
市
民
の
、
從
っ
寸
te
き
の
遣
！

I

性
を
確
保

,
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' L
.得
べ
き
も
の
が
、
本
當
の
制
度
•組
織
で
あ
.る
？ 
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- 
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■
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偷
酒
性
は
前
_
し
_

識
家
: 0
業
務
的
道
義
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

摩
門
職
技
に
從
第
ず
る
人
.々
が
,?

爲
め
fc
接

す

る

人'

.
,々
：に
對̂
で
_

&

%職
_

に
關
贫
る«
以
外
の
事
柄
に
對
し
て
は
全
然
無
關
心
で
銮
支
な
い
と
.ー23
:
ふ

専

：
は
：

>
.
_に
述

：
べ

た
_
^
^

•;
f
t'«
i
し
せ
■
网
職
能
に
就
い
ヤ
は
最
高
の
實
務
|:
:
要
求
さ
れ
る
の
.で
あ
る
0
故
に
此
の
责
務
を
艰
;̂
ぬ
：
專

門

職

技

の

.
檐

當

者

は

最

も
 

. 

/ 

. 

. 

•

.
非
^
さ
れ
て
然
か
る
可
き
飞
/^
で
ネ
る
事
フ
制
度
社
看
^

.
J
V
. 

.

;

:
 

:
■. 

:
、

.

.く 

,
.へ
 

:

.

,

,
.:
.此
の
點
に
都
實
生
活
が
.'
集
圑
生
活
と
:̂
て
、

殊
ー
に
大
衰
べ
且
つ
.
廣

い

社

會

集

團

0

^

- 

、
 

.
 

it

，
在

說

ー

の

上

認

め

.る
事
が
出
來
る
窖
で
あ
る
。
即
ち
.、
都
市
に
於
い
て
は
、
凡
べ
て
の
關
、ル
が
普
獨
化
：さ
：：

£
て
：來
^'
''
他

人

'
に

對

す

る 

同
::
«
*
^
^
*
:

准
讓
は
；、
眾
に
近
親
•隣
人
•知
己
と
一25
:
ふ
.が
如
き
身
邊
の
..特
定
人
に
對
す
る
も
.の
.で
，な
く
：な
つ
^

ノ
:-
;
.坐
活
に
對
す
る
態
度
と
な
つ
て
來
る
か
ら
で
あ
る
。
從
.つ
て
、
一.
段

と

高

度

の

帮

及

び

-J
H
義
並
钛
に
揉
に
就.い
^
の
：自
養
を
持
た
ね
：ば

：、

.

.

.

.
發
現
す
る
事
の
出
來
七
い
形
武
な
■の
で
あ
るO

其
の
爲
め
に
往
々
、
都
會
八
は
次
の
様
な
倒
錯
に
陷
る

.0
即
ち
眼
前
の
個

別

的

.實
現
 

.伯
&
亦
！
困
浩
を
見
逃1て
*
普
遍
的
な
理
想
別
な
.不
正
窮
證
對
丄
て
*
起
.す
る
と
123
:
ふ
繁
に
な
，る
。
做

產

_
に
苦
し
：.

め
.，

咨

ベ
 

‘都
沛
淒
論 

：
六
七
，

(

t

•、こ
七)

> 

>
,



都
市
生
活
論
. 

' 

■

六

八

(
1
!

二
八)

赂
病
者
を
救
ふ
氣
持
は
な
く
と
も

、

服
前
に
衰
弱
困
憊
す
る
兒
童
に
ー
椀
の
食
を
葸
む
事
は
な
く
と
も
、
世
間
の
#
厄
當
、
缺
食
兒
童
- 

を
救
'護
せ
-ん
：̂
.す
，る
：'-
|主
義」

.
':.
-
1運
動」

に
_は
直
に
賛
意
を
表
>す
る
-も
.の
：._であ
..る。
'
.
' 

.

.
:■- 

,
,
此
の
個
人
的
で
な
い
、
直
接
的
で
な
い
、

.善
•
.I
E
義
•愛
の
表
現
が
何
故
一
段
と
高
度
か
と
一K

へ
ば
、
社
會
坐
活
が
廣
大
に
な
办
ば
な
；
 

る
親
、
直
接
身
邊
的
な
關
係
よ
り
も
、
間
接
的
普
遍
的
な
關
係
が
多
く
な
つ
て
來
る
、
而
し
て
此
の
間
に
あ
つ
て
處
す
る
生
：活
の
形
式
：
 

及
び
無
度
は
，•
•當
然
、
個
人
钠
身
邊
的
の
も
の
か
ら
游
離
し
た
、一

つ
の「

主
義」

r
M則」

の
形
式
の
も
の
で
な
け
れ
ば
，な
ら
ぬ
か
ら
、
 

此
の
點
で
都
市
の
坐
活
者
は
、
.高
い
道
德
禅
を
其
の
生
活
に
.體
し
て
お
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
而
し
て
共
の
道
德
律
の
表
現
が
li
t 

の
•

「

原
則」

.の
確
立
と「

實
踐
C
に
よ
る
完
成
と
で
あ
る
事
は
前
述
し
た
通
で
あ
る
。

.

:

實
際
の
生
活
に
つ
^
て
見
れ
歧
、
，此
や
直
灌
的
身

f

的
な
倘
間
接
询
原
則
的
な
普
遍
性
と
：の雨者は、交錯

し

て
ゐ
る
も 

の
で
あ
る
。
或
ひ
は
.い
加
な
る
社
會
に
あ
つ
て
も
、
.其
れ
が
未
完
成
で
あ
り
理
想
的
で
'な
：い
.限
I
、
：：兩
箬
は
補
足
し
合
ふ
可
き
も
の
で
，
 

あ
る
.か
も
知
れ
な
い
。
亭
實
、
都
會
人
と
難
も
、
，共
の
身
邊
的
な
も
の
、.
近
親
*知
人
>隣
人
ー
等
に
對
し
て
は
多
分
に
同
情
的
：

.で
あ
る
。
： 

同
：鐵
に
農
村
人
が
赞
遍
的
な

「

原
則
し
に
關
し
：て
;#
緊

街

と

：は
笨
ひ
：切
れ
方
い
：點
が
あ
名
々
し
办

也
と
し
て
身
邊
的
な
關
心
よ
り
も
、
普
遍
的
-^
贿
的
關
心
：に
：よ
；る
處
理
：が
重

.要
な
0
.で
あ
る
か
ら
し
て
‘
市
民
；
<?
:
し

て

、
は

"

此

の

原

則
 

的
關
心
が
充
分
强
調
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
を
。
珙
往
の
11
)
'
生̂
^
に
對
^
,
る

.^
判
や
非
_
の
內
忙
浪
、
此
の
辅
を
充
分
に
辨
：
 

へ
な
い
も
.の
が
少
く
な
.い
。
市
民
に
對
し
て
咎
め
ら
る
可
き
は
、
彼
等
必
個
别
的
身
邊
的
道
義
心
の
：雜
弱
ょ
り
^
、
；’全
體
的
普
遍
的
道
. 

_
心
へ
の
關
心
の
微
顧
及
び
此
.の
齓
義
心
の
制
度
*
.組
織
化
.に
於
け
る
不
備
不
足
に
就
い
て
^
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
？

.
此
の
關
心
及
び
共
の
實
踐
が「

自
治
的」

で
あ
る
か
或
ひ
は「

官
治
的」

で
あ
る
か
は
別
'の
問
題
で
あ
る
と
思
ふ
。
市
民
.の
、
此
0
--「

原

•

-
、
 

1 

-
-
. 

. 

,
\ 

則」

的
自
覺
が
強
大
.で
あ
る
な
：ら
ば「

自
治
制」

は
成
功
す
る
で
あ
ら
ぅ
0
反
之
ノ
市
域
の
自
覺
が
充
分
で
な
け
れ
ば「
自
治
：

」

は
失
敗
：す

る
。
市
民
が
徒
ら
に
個
人
的
身
邊
的
道
義
心
や
愛
に
捉
は
れ
て
ゐ
る
墩
合
に
は
、其
0'
:7
!
1民
が
個
人
と
.し
て
如
何
に
善
良
ー
で
あ
つ
て
も
、

'
.
圓
 

• 

. 

.

.

.
,
•
>
•
. 

• 

• 

. 

.

「

自
治_ 」

に
成
功
し
難
い
。
市
民
の
.如
何
に
拘
ら
ず
、
廣
大
な
都
市
社
會
は
、
生
活
の
盤
調
、
發
達
の
上
に
於
い
て
、
別
個
办
組
織
と
制
V

■ -

.

-

.

.

■

.

.

. . 

- 

. 

- 

■ 

. 

. 

. 

'.-
.. 

. 

... -

..
■:

t
.

: 

度
と
を
必
要
と
す
る
.の
で
あ
る
。
其
れ
故
、
蒞
し
市
戊
の
此
の
社
會
的
自
覺
が
充
分
で
な
い
と
す
る
な
ら
ば
强
制
的
に
も
組
織
と
制
度/

と
に
よ
る
統
制
が
，必
.然
と
な
る
。
'要
す
る
，.に
那
'市
社
#
と
し
て
、
か
く
あ
.る
可
き
點
は
嚴
然
と
宛
め
.ら
れ
‘て
ゐ
る
.の
で
あ
る
。
問
題
は
、
 

た
ダ
そ
れ
が
自
治
的
で
.あ
る
か
、
.强
制
的
で
あ
る
か
に
就
い
て
.«*
打
の
方
法
上
相
違
が
あ
る
丈
け
で
あ
’る
。

一. 

rい
づ
れ
に
も
'せ
よ
、
都
市
の
廣
く
a
つ
大
い
坐
活
集
園
，に
は
、
そ
，の
集
團
の

.爲
め
に
理
念
化
さ
れ
た
原
則
が
確
立
す
可
き
必
然
性
.を

機
.賴

'
:■■.

.

二 

' 

,
,

ば
な
ら
：ぬ
。
都
市
坐
’活
.に
於
け
る
國
際
調
は
、
此
の
生
活
蕺
調
の
表
現
に
外
な
ら
ぬ
。 

.

,

、 

’
近
來
、
大
都
會
に
於
い
て
近
«
社
會
性
の
確
保
と
し
て
.町
內
會
組
織
の
搏
建
が
大
分
喧
し
く
論
ぜ
ら
れ
る
様
に
な
0,
て
來
た
。
筆
客

、

, 

も
^

P運
動
及
び
機
運
に
就
い
て
は
滿
腔
の
敬
意
を
表
す
る
も
の
.
.で
あ
る
。
誰
か
r
今
日
の
大
都
市
は
.精
神
の
'砂

漠

で

あ

る

と

喝

破

し

-

:■■
■..
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- 

, 

.. 
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. 

. 

. 

.

,

-

 

- 

... 
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. 

- 

- 

. . - 

. 

, 

S 

...

-

た
が
、
人
間
味
の
あ
る
坐
活
や
潤
ひ
に
就
い
て
は
成
程
、
頗
る
足
ら
ざ
る
も
の
が
あ
る
。
近
隣
親
和
の
醇
風
美
俗
は
誠
に
心
よ
い
も
の
，

I

O
し
か
し「

原
則」

の
確
立
を
費
と
す
る
現
代
都
市
‘に
.’個
別
的
身
邊
的
關
心
、

(

或
ひ
は
鄕
土
的
關
心
、
肉
親
的
,

)
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都
董

.活
し
辩
• 

V 

、

■ 

き

' 

n

 ニ
，！

s
o

s

銘 

■

塞

暖

_
 靡

證

 

め
■

で
_

各

變

：

哿

で

；
あ

る

デ

從

'つ
.て
ポ
^
が
#«
.
^
者̂

、_
#内
の
.者

祀

對
-U
近
所
の
瘩
，に
對
し
て
：

0
,み
_
虜
す
る’事
が
、
：
獎
勵
せ
ら
れ
•た
時
、
又
々
不 

測
，の
弊
裏
す
襄
权
し
と
^
ひ
.
•得
，る
：で
.あ
，ら
，.ぅ
.か 

o
;
'
. 

r 

,
;
• 

:

.

'

.

:

:

•

■:
*

..
'
'

••
' 

•

殊
，に
、、
近
時
の
吋
内
會
骝
備
の

‘問
題
ば
纟
時
局
的
に
特
別
な
意
義
•を
持
、つ
て
■ゐ
吝
。
即
ち
緊
急
時
に
於
い
Vて
は
'
市
^
が
直
接
に
何 

等
か
.
6組
織
を
’.以
つ
■て
自
己
の
_

ゃ
歡
頓
に
立
だ
ね
.ば
な
ら
ね
と
^
ふ
事
が
.■«感
.さ
れ
た
の
で
あ
ゑ
。
換
言
す
れ
ば
從
來
の
様
な
今 

艘
，を
ー
，抬
し
た
叩
，央
的
組
織
に

0
み
委
せ
て
お
い
た
：
の
、
で

.ば
、
興
一
の
際
に
役
に
：立
た
ぬ
事
が
明
a
に
な
つ
た
如
ら
で
あ
る
。
丁
度
、
 

前
に
述
べ
ぞ
様
に
.制
度
や
組
織
の.不
備
を
個
人
の
道
義
心
で
.補
足
ず
る
へ
と
同
様
に
、
非
常
時
に
於
け
る
災

®
に
處
す
る
&
め
に
、
金
碑 

的
組
織
^
不
足
令
補
ふ
便
法
と
し
て
V
あ
>;
。
；.故
.に
當
然
中
央
組
織
の
下
に
#
.
備
せ
，ら
れ

.る
も
の
で
あ
つ
で
：、
其
の
，意
味
で
は
單
な
る 

ー̂

^

潘̂

雜

的

_

_

襄
る
餘
堝
进
集
麗
^
體
«

_

0

_:^
:
然
め
#
沧

:^
::
^
。士_

麻

^
會
斷
織
の
：§

的
意
義
に
就
い
：：
 

て
..は;>
-時
周
£
.以
外
に
.認
め
る
可
き
も
の
が
少
く
：な
い
。
し
か

-L
、
之
れ
は
別
間
題
で
あ
义
且
つ
他
に
發
表
し
た
.本
の
が
あ
る
故
に
' 

茲
に
.は
镩
略
十
る
'0
町
內
龠
組
織
に
就
い
て
は
な
ほ
.別
一
に
論
ず
る
機
#
も
あ
ら
ぅ
。(

木
¥
:九
嗔
社
會
事
乘
硏
究
'

」

に
於
け
る
拙
稿rWI 

C
#

組
織
'の
現
代
的
意_」

-を
參
照
さ
れ
度
い)

ン
ン

•
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>
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J

t

g社

鑛

货

^
s廣

則

緣

：
に
：
之

:*
が
實
餞
爸.計
ぢ
.ね
：
ば
：
故
^
ぬ
社
會#
#:

あ
る
。.何
故
さ
う
な
け
れ
ば
な
ら
：ぬ
か

.
沄̂
ふ
现
a
に
就
い
て
は
、社
會
.が
廣
く
.大
く
且
づ
.複
雜
.で
•あ
る
が
故
.に
と
說
明
.し
，
て

お

い

た
o
:
'

'

今
、
此
の
时
題
を
'別
の
角
度
か
ら
視
察
じ
.て
み
よ
_ぅ
？ 

• 

*

人
閲
は
自
己
に
對
す
^
他
人
の
態
度
.に
就
い
て
自
我
を
認
め
る
と
云
ば
れ
て
ゐ
る
。_
即
ち
他
人
に
映
じ
た
自
分
の
映
像
を
見V

自
分

-

.

• 

■-

と1K

ふ
も
の
を
知
る
の
で
あ
る
。
此
.の
爆
合
、
他
人
ば
洽
も
鏡
で
あ
.る
。
從
っ
て
如
何
^
自
我
'を
觀
念
す
る
咖
は
鏡
に(
映
っ
た
具
合
に

- 

:•-
.. 

-, 

.. 

.■»•
.r.
 
:
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' 

.

.

.
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、
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.
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•
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.
•
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' 

ベ-
.

よ
る
。
鏡
に
豪
ら
•さ
'ぅ
に
映
つ
で
ゐ
れ
ば
、
自
分
は
豪
い
の
だ
と
思
ふ
。
さ
ぅ
し
て
a
る
と
、
人
間
は
皆「

虎
の
威
を
借
る
.狐
.

f
で
あ 

る
'
其
處
で
或
る
人
間
に
就
い
て
見
る
と
、
彼
は
家
庭
に
於
い
..ては
.父
で
あ
り
.夫
で
あ
る
と
の
自
覺
を
持
つ
、
子
供
啟
父
と
し
て
尊
敬 

レ
、
_
は
夫
と
し
て
敬
愛
す
る
か
ら
、
彼
は
父
と
し
て
行
動
し
、
' 夫
と
し
て
行
動
ず
る
。
•
.
し
か
し
一
度
外
へ
川
て
大
き
な
世
界
に
人
る 

と
彼
は
最
早
、
周
圍
に
父
と
*も
先
と
も
映
し
.出
す
鏡
は
無
い
。
其
儒
で
は
職
業
型
に
よ
っP

の
一
っ
の
人
間
が
映
っ
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な 

■
^
.

(

.若B

彼

齡

执

ft
;
が4

‘
或
ひ
：：は
銀
«
1:
:
ら
.し
£

れ
ば
ズ
参

ク
て
.も
學
者
•歐
授
•訓
導
で
'あ
っ
て
も
、
職
人•職
工
•日
傭
取
‘で
あ
っ
て
も
、
俳
優
•ダ
ン
サ
ァ
•給
仕
で
あ
っ
て
も
、
い
づ
れ
に
も
せ
、

,
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- 
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よ
*
職
業
に
よ
る
型
*
或
ひ
は「

ら
し
い」

型
に
よ
つ
て
、、そ
'れ
と
映
じ
た
自
己
を
見
出
す
？
要
す
る
.に
一
介
の
型
に
嵌
つ
た
人
間
で
あ
，
 

る
。
玆
に
於
い
て
彼
^
何
架
と
し
~
’て
の
自
我
で
な
く
、
一
 
介
の
型
に
嵌
つ
た
人
間
と
し
て
.の
自
我
を
見
出
す
。
し
か
し
此
の
場
合
に
於
. 

い
て
も
' '
他
人
が
彼
に
對
し
て
積
極
的
態
霞
し
た
場
合
に
限
ら
れ
る
。
大
き
な
群
衆
の
で
入
っ
て
了
へ
ば
•
最
早
、
た
I

 

の
人
間
と
じ
て
丈
け
し
か
映
じ
て
な
.な
い
。
或
ひ
は
全
然
無
視
さ
れ
て
ゐ
る
。
さ
ぅ
す
る
士
自
我
の
知
覺
を
失
ク
て
了
ふ
0*
若
し
此
の 

際
、
免
非
と
ち
自
我
の
：撒
像
を
他
人
に
强
制
し
様
と
す
る
な
ち
拔
、
-型
.は
づ
れ
.の
態
度
に
出
る
.の
.が
一
播
拢
徑
で
あ
る
。
華
美
な
服
装
..，
 

を
す
る
と
か
帝
拔
.な
風
體
ぞ
示
す
と
が
。
或
.ひ
は
•豪
奢
1

裝
は
、
他
人
.の
.服
東
惹
‘い
ゼ
.恰
も
金
持
ら
1<
く
見
せ
る
事
が
出
、來
る
。
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此
‘の
理
甶
を
以
つ
て
自
已
主
張
の
强
烈
な
場
合
に
あ
，つ
.て
は
尖
，端

的

な

風

俗

や

態

度

が

行

ほ

れ

る

の

，で
あ
る

0
銀
座
を
步
く
人
々
は
恐
ら
く 

.
廣
1
い
.女
性
の
服
骁
や
美
容
が
頗
る
寄
橋
に
過
ぐ
る
も
の
、
多
い
に
一
驚
す
る
で
あ
ら
ぅ0

し
か
-し
兜
喂
某

鲟

人

雜

誌

で

、
銀

莖

街

頌

.に
於
ナ 

.る
婦
人
服
製
の
調
査
を
行
っ
，た
結
來
に
よ
れ
ば
、
か
、
る
風
體
の
女
性
は
其
の
數
が
頗
る
少
い
とI

石
ふ
斯
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
如
何
に
彼
女
等 

.
が
印
象
的
で
あ
る
か
と
云
ふ
齊
か
之
れ
に
よ
つ
て
立
證
せ
ら
る
、
理
で
、
此
の
點
、
彼
女
等
の
意
圖
は
全
く
奏
功
し
て
ゐ
る
と
云
，は
ね
I

ら

,
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此
の
自
己
映
像
の
變
化
に
應
じ
て
、
自
我
の
的
的
衆
縛
が
變
化
し
て
來
る
。
家
庭
に
あ
0
て
ぱ
父
-
夫
と
し
：て
の
編
縛
が
あ
泣
、.勤 

務
先
に
行
つ
て
.は
、.そ
’の
身
分
に
應
じ
て
，の
-
或
ひ
は
何
架
と
.し
て
の
束
縛
が
あ
る
。
し
か
し
外
部
に
出
れ
ば
、.
唯
#;
;
ル
の
眼
に
映
じ 

た
丈
け
の
も
..の
と
し
て
の
束
縛
を
し
か
感
じ
な
い
。-會
社
員
ら
し
い
、
勞
働
者
ら
し
い
、
先
坐
ら
し
い
：
：
と
决
じ
た
儘
に
;
ー
0 .
ゎ

-

-

.

.

-

.

.

.

V
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里
と
し
て
の
束
縛
を
感
ず
る
丈
け
で
あ
る
。
其
處
で
是
等
の
身
分
的
な
來
縛
に
發
を
委
ね
る
丈
け
で
あ
る
。
或
ひ
は
、
之
.れ
す
ら
破
棄 

し
て
了
つ
て

差
吏
方
い
o
.唯
、>他
の
人
々
が
、
か

、

る
場
合
に
若
干
の
不
ま
を
持
つ
丈
け
で
あ
るO

或
ひ
は

荷
風
描
く
と
こ
鏡
邀
取 

綺
談
•に
あ
る
様
に
、’
身
彼
を
と
り
か
へ

て
了
へ

ば
、
な
ほ
更
、
自
我
のC

的
束
縛
を
解
除
す

る
事
が
出
來
る
9

'

:
'

此
の
內
的
來
縛
は
必
ず
し
も
道
義
性
の
.您
下
‘を
意
味
す
る
.も
の
で
は
無
い
。
し
か
し

:̂氣
と
知
ら
れ
ざ
る
* :
:
职
に
^
つ
て
^
跃
逸
で
. 

あ
る
祺
も
遨
支
な
い
場
合
が
少
く
なS

。

斯
く
し
て
也
々
の
ス
キ
' 
ン
ダ
ル
.が
生
ず
るo

身
分
に
あ
る
ま
じ
き
生
活
が
坐
れ
る
o
同
時 

に「

旅
の
恥
は
か
.き
檢
て」

と
云
ふ
心
理
'が
坐
れ
る
。
之
れ
は
い
づ
れ
も
一
.個
の
人
間
が
、
.た
ニ
個
の
人
間
に
過
ぎ
な
く
、共
の
身
裝
# 

態
度
•
言
語
よ
り
す
る
推
测
も
單
に
推
測
に
止
ま
り
、
'或
ひ
は
、
變
裝
の
有
無
に
し
て
も
、
必
要
な
い
以
上
、一

々
そ
の
眞
僞
を
券
鑿 

、

.す
る
必
要
も
努
力
も
支
拂
れ
な
い
が
故
に
、
加
\>
る
；世
界
で
は
全
く一

介
の
人
間
で
過
ぎ
去
っ
て
了
ふ
？
自
我
の
意
識
は
最
も
空
漠
と
.

し
て
了
ふ
境
地
で
あ
る
。

•

.1 

.

•

、
 

:

し
か
し
此
の
場
合
本
來
な
れ
ば
、
自
我
.の
具
體
性
が
消
滅
し
て
も
、
，1
-市
民
と
し
て
，
の
普
遍
的
自
我

が

撵

頭

し

て

來

て

、

そ
れ
に
ょ
る
.東

縛 

が
有
力
に
な
る
ベ
.ぎ
で
あ
る
。
旣
に
述
べ
た
樑
七
都
市
社
會
の
崇
高
,̂
る
織
性
は
確
か
に
そ
れ
を
駆
求
し
て
ゐ
る
辔
で
あ
る
。
普
通
にi

K

は
. 

れ
る
、
■「

市
民
と
し
て
の」

n公
人
と
し
て
の」

と
一K

ふ
觀
念
は
正
さ
に
そ
れ
に
‘該
常
す
る
も
'の
で
あ
る
。
從
つ
て
市
民
は
1
何
桨』

と
し
て
の
： 

「

.父
し「

央
.

」

と
し
て
の
自
我
と
进
縛
と
を
脫
し
た
嘵
に
於
い
て
は「

人
間J

と
し
て
の『

國
圾J

と
し
て
の「

日
本
人
.
.と
.し
て
の
n市
民」
と
し
て
の 

自
我
を
取
傅
し
典
.の
内
.的
萊
縛
を
感
ず
べ
き
で
あ
る
。
之
れ
が
つ
ま
~

公
德
し
で
あ
り「

社
觀
道
德」

で
‘あ
る
。

.

が

.̂
,も
德
,

替
放
と
共
：漱
^

1
鼠
識
.'€
>
«祁
は
$
.自
氐
#
價
値
_

_
ぃ

ぞ

の

低

下

を

：
意

味

す

る

-0
,辨
い
衝#
に
*
い
.て
は
巧
善 

か
れ
憇
か
れ
其
の
人
と
し
て
め
價
值
を
評
價
せ
し
め
る
事
が
出
來
る
。
し
か
し
、
群
衆
の
狒
に
沒
人
す
る
と
自
我
の
.
先̂
と
共
：に
此
，
0 

價
値
は
觅
失
は
れ
：て
了
ふ
。
換
言
す
れ
ば
人
問
に
就
>
て
.は
自
己
の
價
値
を
認
識
せ
し
め
、
之
れ
に
基
い
：て
自
我
を
蹒
大
しV

行
.く
範
：
 

圍
が
比
較
的
に
狹
い
と
运
へ
る
。
M'
し
て
此
の
範
圍
は
擴
太
す
石
に
■つ
れ
て
、
自
己
の
惯
値
意
識
が
少
く
な
る
忡
質
.の
も
の
で
あ
る
。
' 

換

言

す

れ

ば

自

已

の

邏

灰

典

鑛

ま

^
延
長
し
獷
大
:1
>て
：行

,<
'
:
;
事

が

出

來

：
な
ー
い

0,
:で
あ
：哼
;:
1
''
 ̂

若
し
自
已
，の
價
値
意
識
を
其
處
ま
で
延
長
じ
擴
大
せ
し
，め
：て
行
く
事
が
出
來
な
べ
な
る
と
、
自
己

.と
他
と
の
.連
結
が
失
は
れ
、
從
っ
.
,: 

て
他
に
對
し
て
關
心
的
で
あ
り
得
な
く
な
る
。
吾
々
が
家
庭
を
考
へ
、
友
達
や
グ
ル
ー
プ
を
考
へ
、
隣
近
所
を
考
へ
、
町
を
考
へ
る
の
’ 

は
、
是
练
の
軸
圍
に
は
自
分
と
云
ふ
も
の
.を
押
し
擴
げ
て
行
く
事
が
出
來
•る
か
ら
で
あ
る
。.換
言
す
れ
ば
此
め
範
圍
に
は
自
他
が
同
じ 

て
ゐ
る
か
ら
■で
あ
る
。
自
他
が
同
七
て
ゐ
る
と
沄
ふ
事
は
、，
自
分
の
認
め
る
內
在
的
價
値
が
他
人
._に
も
感
得
さ
れ
.て
ゐ
各
と
意
識
さ
れ 

得
，る
か
ら.で
あ
‘ス
0
,反
之
、
廣
.い
世
界
に
就
い
‘て
は
、
.特
殊
な
人
間
を
除
ぐ
外
ヽ
/さ
ぅ
し
た
意
識
は
持
ち
得
な
い
。
從
つ
て
普
通
市
民 
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は
'
自
我
的
に
身
邊
的
に
は
'»
'是
等
の
.も
の
.に
對
し
‘
て
關
心
的
で
あ
り
得
紀
い
の
で
あ
る
テ

.、
か
、
る
理
由
を
持
つ
て
、.市
民
が
全
社
會
の
事
，象
，に
就

.い
て
’身
邊
的
な
個
<
的
^
關

，
心

を

寄

せ

得

な

、
い

事

、
と

な

‘る
。、
從
つ
て
、
全
喂 

_ 

_
ゆ
^
^
.
_
^
壤
晨
^
製
:^
^
讀
^
1
6撒
_

あ̂
警
で
对
お
,»
ぬ
;«
_

姻̂
別
的
_
提
亂
*
邊
^

形̂
武
^
求

^

_

^

'

氟
 

的
原
則
的
な
^
の
に
成
.め
る
の
外
は
.無
.い
.0
之
れ
は
か
X
る
社
會
體
制
に
於
い
、て
は
當
然
の
理
で
あ
つ
；
て
、
又
、
.市
民
紮
當
然
其
の
節 

度
に
服
さ
ね
ば
な.ら
ぬ
所
で
あ
る
。
：
旣
に
述
べ
た
様
に
一
市
民
の
自
覺
の
府
.無
に
拘
ら
ず
さ
う
な
け
れ
ば

.な
ら
ぬo

••
f’

':
■

、

八

■
M

、
種
：々.論
じ
て
來
龙
が
、
か
う
し
た
所
に
都
市
社
會
の
特
質
と
.從
つ
て
都
市
.生
活
の
様
式
や
態
度
の
特
微
が
苻
往
す
る
と
思
ふ
。 

典
の
善
惡
赴
非
の
！
！論
は
暫
く
措
き
、
都
市
社
會
と
其
の
生
活
が
か
う
し
た
.̂
の
で
あ
る
と
写
ふ
事
實
は
判
0
き
り
と
認
識
し
な
け
れ 

ば
な
ら
ぬ
O
JJ
哦
に
も
述
べ
た
様
に
ラ
ッ
シ
ュ
ァ
ヮ

ー
の
實
情
を
辨
へ
な
か
と
ハ
徒
ら
に
謙
讓
の
美
德
を
說
く

事
に
な
る
。
共
の
美
德 

ぶ
說
<
事
は
0
.
:し
：か
ー
し
|

.
さ
.れ
#
者
.
:#
瞅
に
也
_

到
達
す
る
で
あ
ら
う
か
。
恐
ん「

か
の
說
敎
も
机
土
の
空
論
だ」

，
と
思
_ふ
に
違
ひ
あ
る
ま
'い
。
.か
く
し
て
世
間
の
多
く
の
有
患
な
道
珙 

盏
は
、
不
知
不
識
の
間
に
、
自
分
達
の
說
敎
の
効
果
を
喪
失
し
つ
、
あ
る
の
t
は
な
か
ら
う
か
0
>學
校
で
は
さ
う
訓
へ
た
が
1そ
れ
と 

は
別
の
何
も
の
、
か
ド
實
際
の
张
沾
:^
は
あ
る
と
虎
宽
に
思
は
せ
る
.様
に
な
つ
て
、
學
校
敎
育
と
實
際
敎
育
と
に
喰
違
が
生
ず
る
と
、
 

知
育
方
网
に
於
い
て
は
兎
^
:
H

.W
菜
面
に
於
い
て
頗
る
寒
心
に
耐
參
る
もQ

が
あ
る
。
過
日Q

「

學

奏

」

蠢
機
と
し
て
盛 

に「

廣
育
-^」

が
贫
識
さ
机
て
ゐ
る
が
、
如
何
な
る
方
面
の
：論
^
と
雖
も
、
思
を
よ
く
現
在
社
會
の
基
底
に
迄
深
く
到
ら
^
て
見
る
^
要

■が
あ
る
の
で
は
な
か
ら
ぅ
か
o

な
ほ
、
都
市
生
活
其
の
も
の
に
對
す
る
倫
理
的
道
德
的
批
.判
や
、
農
村
决
活
と
の
對
照
等
に
就
い
て
は
全
く
淺
む
て
了
っ
た
所
が
多 

い
。
更
に
都
市
坐
活
の
特
■&
で
あ
る
可
き「

宿
閑
性」

や
1文
化
性」

の
問
題
も
檢
討
す
べ
き
で
あ
っ
た
が
、遂
に
及
ぶ
，薪
を
得
な
か
っ
た
。

1

兀
來
、
本
稿
は
序
に
於
い
て
も
述
べ
た
様
に
最
近
.：に
於
け
る
生
活
論
：

——

生
活
_

^

.活
銃
制
*生
活
更
疋
.
0 

扱
ふ
豫
定
で
あ
っ
•た
。
故
に
都
市
の「

有
閑
性」

や「

文
化
性」

は
軍
要
な
題
目
に
外
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
な
の
に
之
れ
に
及
び
得
な
か 

つ
た
の
'は
'
都
市
坐
活
の
根
本
蕋
底
を
明
瞭
に
す
る
に
汲
々
た
る
爲
め
で
あ
.っ
た
。
な
ほ
、
本
稿
は
最
近
に
於
け
る
生
活
批
判
の
諸
說 

を
一
々
精
細
に
引
用
紹
介
す
る
積
で
あ
っ
■た
が
筆
者
の
手
違
ひ
で
其
の
•運
び
に
到
ら
な
か
っ
た
の
を
お
鉈
し
た
い
。
唯
'
最
近
の
新
聞 

な
り
雜
誌
な
り
を
譲
む
に
っ
け
て
、
本
稿
に
論
じ
た
所
を
懷
ひ
起
さ
れ
る
事
が
あ
っ
て
、
何
等
か
指
示
す
る
所
あ
り
と
す
れ
ば
筆
者
の 

目
的
は
達
し
た
と
一
衣
ふ
も
の

.で
あ
.る
。

/ 

、
：•

■

ぃ

都
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